
 
 

平 成 １ ８ 年 度 

 

第 １ 回  温 海 地 域 審 議 会 次 第 

 

 

 

日 時 平成１８年５月１９日（金） 

午後２時～ 

場 所 温海庁舎 大会議室 

 

 

辞令交付 

 

１．開  会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．支所長あいさつ 

 

４．報告事項 

(1) 組織機構の変更について 

(2) 合併協定項目の状況について 

(3) 平成１８年度予算の概要について 

(4) 平成１８年度の主な事業の概要について 

 

５．そ の 他 

 

６．閉  会 



－１－ 

 

 

資  料  一  覧 

 

 

 

１．温海地域審議会委員名簿 ………………………………………………  ２ 

 

２．組織機構図 ………………………………………………………………  ３ 

 

３．平成１８年度予算の概要及び主な事業の概要…………………  別冊資料１ 

 

４． 平成１８年度主要事業の概要…………………………………… 別冊資料２ 

 

５． 「広報つるおか」平成１８年度鶴岡市予算特集号 …………………  別冊 

 

６．合併協定書 ………………………………………………………………  別冊 

 

 

 



役職 所　属　団　体　役　職　名 氏　　名 備　考

会長  温海地域自治会長会会長 本　間　文　夫

副会長  温海町森林組合代表理事組合長 佐　藤　重　夫

委員  山形県漁業協同組合念珠関総括支所支所長 安　藤　良　博

委員  温海地区老人クラブ連合会会長 五十嵐　時　雄

委員  温海地域青年団体連絡協議会副会長 伊　藤　　　貢

委員  温海消防団団長 伊　藤　欣　司

委員
 鶴岡市ＰＴＡ連合会副会長
   (温海ブロック代表)

今　野　久　良

委員
 旧南庄内合併協議会委員
(山形県漁業協同組合常務理事）

齋　藤　金　一

委員  温海地域婦人会会長 斎　藤　幸　子

委員  温海地域自治会長会副会長 佐々木　勘　司

委員  温海体育協会会長 佐々木　眞　人

委員  温海地区民生児童委員協議会会長 佐　藤　一　喜

委員  旧南庄内合併協議会委員(団体職員） 佐　藤　喜久子

委員  温海商工会会長 藤　谷　　　隆

委員  温海町観光協会会長 本 間 儀左衛門

委員  元温海町教育委員会委員 本　間　紀美子

委員  まちづくり会議「爽」チーフマネージャー 本　間　　　栄

委員  庄内たがわ農業協同組合温海基幹支所支所長 本　間　元　幸

委員  温海地域女性団体連絡協議会会長 本　間　やよい

委員  社会福祉協議会理事 三　浦　　　仁

計２０人

※任期２年（平成１８年２月１日～平成２０年１月３１日）・後任委員は残任期間

温海地域審議会委員名簿
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鶴岡市行政組織についてお知らせします
　温海庁舎では、これまでの8課・1室を再編し、総務課・政策企画室・市民福祉課・産業課・

建設環境課・教育課の5課・1室体制となりました。また係体制を班体制に改め、連係のとり

やすい効率的な組織を目指します。各種手続きは従来どおり本所及び各地域庁舎で行うこと

ができます。

温海庁舎

次　長

温海支所長

（温海地区）小学校5校（温海・五十川・鼠ヶ関・福栄・山戸）、中学校1校（温海中学校）

給食全般

選挙の執行管理

出納

水道料金の算定・徴収、給水申請、水道施設の新設・改良･維持管理、給水工事の申請等

農地の転用・売買･貸付申請、農地相談、農業者年金、農地等取得資金、農業経営改善支援
センター等

学校教育、学校施設整備、教育相談、児童・生徒就学通学、スクールバス、

育英奨学資金等

政策企画室（3F）
　 ☎43－4612

総　務　課（3F）
　 ☎43－4611
温海温泉林業センター内

　 ☎43－3900

産　業　課（4F） 
　☎43－4616
　☎43－4617
　 (観光商工班直通)

市民福祉課（2F）
　☎43－4623
　    (税務班直通)

　☎43－4614
　(市民国保年金班直通)

　☎43－4613
　☎43－4615
　 (健康福祉班直通)

市 立 学 校

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

社 会 教 育 課 ス ポ ー ツ 課

温　海　分　室（4F）
　 ☎43－4622

温 　 海 　 分 　 室
　 ☎43－4611

温 　 海 　 分 　 室
　 ☎43－4611

温　海　分　室（4F）
　 ☎43－4620

あつみっこ給食センター
  ☎48－1432

温海分室教育課（3F）
☎43－4624（3F・学校教育班）
☎43－4411（ふれセン）

☎43－2111（代表）

学校教育班（3F）

社会教育体育班
（ふれあいセンター内）

議会事務局

監査委員事務局

事 務 局

総務地域振興班

税　務　班

市民国保年金班

健康福祉班

農業振興班

農山水産振興班

観光商工班

建設環境課（4F） 
　☎43－4618
　　(建設班直通)

　☎43－4621
  (下水道環境班直通)

建　設　班

下水道環境班

財政管財班

コミュニティ防災班

行政組織、職員関係、庁舎管理、電子自治体、情報公開、個人情報、文書管理、町史、
過疎計画、広報広聴、総合交通対策、地域情報化、統計、結婚対策、交流事業全般

市民税・固定資産税・都市計画税･軽自動車税･国民健康保険税、所得・課税証明、
納税・資産証明、固定資産(土地・家屋・償却資産)の評価、市税の徴収、滞納処分、
納税に関する相談等

戸籍届、住民異動届、印鑑登録・証明、住基ネット関連、船員手帳、臨時運行、国
民健康保険、老人医療、乳幼児医療、母子家庭等医療、重度身体障害(児)者医療、
国民年金、休日当番医等

農業振興、畜産振興、中山間地域等直接支払事業、生産グループの育成、園芸振興、
米の生産調整等

林業・水産業の振興、漁港改良事業、林道管理、漁港管理、森林の保全、鳥獣保護
及び駆除、災害復旧等

市道の管理、道路占用、港湾、砂防・洽水、除雪計画、都市計画、建築確認申請、市
営住宅管理・家賃徴収、地籍調査、土地取引、土地対策、災害復旧等

公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽、水洗便所等改造、資金利子補給、公
衆衛生等

観光・商工業振興、自然公園、観光施設管理、雇用対策、計量、伝統的工芸品、商
品開発等

障害者・児童福祉、生活保護、福祉バス、民生児童委員、介護保険全般、老人福祉
サービス、福祉電話、母子・成人・老人保健、各種健康教室、食生活改善推進、献
血、予防接種、各種健診、狂犬病予防等

自治会関係、危機管理、消防、水防、山岳遭難、海難、防犯、交通安全、防災行政
無線等

予算執行、入札・契約、物品の調達、財産管理、土地開発公社等

地域特性や地域資源を生かした振興策の研究企画

生涯学習、社会教育、ふれあいセンター管理、芸術文化活動、視聴覚教

育、文化財、社会体育施設の整備・管理、学校体育施設開放、ヨット・軽

スポーツ等指導普及、スポーツ安全保険、図書館温海分館等

教育委員会事務局

財政管財班

広報つるおか　温海版　平成18年４月15日号 ー 2



本　所

総 務 部

政策調整室

市 民 部

健康福祉部

環 境 部

農林水産部

商工観光部

建 設 部

荘 内 病 院

水 道 部

市 長 公 室
総 務 課
財 政 課

職 員 課
企 画 調 整 課

情 報 統 計 課
課 税 課
納 税 課

調 整 課
政 策 調 整 課

市 民 課
市 民 生 活 課

国 保 年 金 課

健 康 課
福 祉 課
介護サービス課
社 会 児 童 課

環 境 課

農 業 振 興 課
農山漁村整備課
商 工 課
観 光 物 産 課

都 市 計 画 課
土 木 課
下 水 道 課

建 築 課

会 計 課

総 務 課
工 務 課

市　長

次　長

温海支所長

助　役収入役

契約管財室

国　際　室

東京事務所

危機管理室

浄化センター
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鶴 岡 市   藤 島 町   羽 黒 町 
櫛 引 町   朝 日 村   温 海 町 



 

南庄内の６市町村は、これまで住民に最も身近な行政機関として、住民

福祉の向上、地域の活性化などのため、幅広い分野にわたって責務の遂行

に努めてきました。この間、住民の皆様の温かいご理解とご協力を戴き、

おかげをもってそれぞれにかなりの成果を挙げ得たと思います。 
一方、国・地方の行政は、いま、かつてない程の厳しい財政事情の中で、

大幅な構造改革を進める必要に迫られており、とりわけ地方の市町村は、

ことさらに厳しい財政環境の中で、住民のニーズが高度化、多様化しつつ

増大していくこと、また地域人口の高齢化と減少が予想される中で、各々

の地域特性を活かした地域活性化対策に真剣に取り組むことが強く求めら

れてきています。特にここ南庄内地域は貴重な資源に恵まれ、新世紀の価

値観に沿う極めて優れた地域として維持・発展させることが必要です。勿

論、６市町村は、これまでも行財政の改革を積極的に進め、新時代のニー

ズに応えるための努力を続けてきましたが、今後の社会・経済の変化や財

政事情の逼迫などを考えると、これまでの改革程度では必要なニーズに応

えることは殆ど不可能な事態に追い込まれることが危惧されます。６市町

村は、こうした判断に立ち、ここで合併特例法の諸措置を活用して合併す

ることにし、共に協調して新時代に求められる行政責務を果たしていくこ

とにしたのであります。 
そもそも合併業務の大宗は、市町村行政の組織・仕組み、諸制度・措置

を一体化する方向で調整し、その上で改めて再編・再構築することです。

そのため、検討・協議すべき課題は極めて膨大かつ複雑なので、法定協議

会で鋭意検討・協議を重ねて参りました。その結果、概ね妥当な結論を得

たので、これに基づき、６市町村が合併をする際に必要な相互協定事項を

整理・確認し、ここに協定書として取り纏めたところです。当然、合併に

よってデメリットが懸念されましたが、それを回避することに最大限の配

慮をし、また合併することによって困難を乗り越え、さらに建設的なメリ

ットをもたらすように出来る限りの配慮をいたしました。 
以上の考えに基づき、ここに６市町村長による協定を締結します。 
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１ 合併の方式 

鶴岡市、藤島町、羽黒町、櫛引町、朝日村、温海町を廃し、その区域

をもって新しい市を設置する新設合併とする。 

 
２ 合併の期日 

合併の期日は、平成１７年１０月１日とする。 

 
３ 新市の名称 

新市の名称は、鶴岡市とする。   

 

４ 新市の事務所の位置 

新市の事務所の位置は、鶴岡市馬場町９番２５号（現在の鶴岡市役所

の位置）とする。 
 

５ 財産の取扱い 

６市町村の所有する財産、公の施設及び債務は、すべて新市に引き継

ぐものとする。 

なお、６市町村では行財政改革の積極的な推進に努めており、その取

組みにおいて合併までになお財産の変動があることを踏まえて取り扱

うものとする。 

 

６ 議会議員の定数及び任期の取扱い 
（１） 新市の議会議員の定数は、３４人とする。ただし、市町村の合併の

特例に関する法律第６条第１項の規定を適用し、合併後最初に行われ

る選挙により選出される議会議員の任期に相当する期間に限り、３８

人とする。 

 

（２） 合併後最初に行われる選挙については、各市町村の区域をもって選

挙区を設けるものとし、各選挙区における議員の定数は、鶴岡市２３

人、藤島町４人、羽黒町３人、櫛引町３人、朝日村２人、温海町３人

とする。 
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７ 農業委員会委員の定数及び 
任期の取扱い 

 

（１） 新市に１つの農業委員会を置き、選挙による委員の定数は３７人と

する。 

 

（２） 選挙による委員の選挙については、選挙区を設けるものとし、鶴岡

市は３選挙区、各町村はそれぞれ１選挙区とする。 

 

（３） ６市町村の選挙による委員については、市町村の合併の特例に関す

る法律第８条第１項の規定を適用し、互選により３７人が合併の日か

ら平成１７年１１月２５日まで引き続き在任する。 

ただし、各市町村の農業委員会ごとの在任する人数は、鶴岡市農業

委員会１３人、藤島町農業委員会５人、羽黒町農業委員会５人、櫛引

町農業委員会６人、朝日村農業委員会４人、温海町農業委員会４人と

する。 

 

８ 地域審議会の取扱い 

（１） 市町村の合併の特例に関する法律第５条の４第１項の規定に基づき

合併前の鶴岡市、藤島町、羽黒町、櫛引町、朝日村、温海町の区域ご

とに地域審議会を設置する。 

 

（２） 設置期間は、平成１７年１０月１日から平成２７年３月３１日まで

とする。 

 

（３） 地域審議会は、合併に係る次の事務を所掌する。 

ア  次の事項について、市長の諮問に応じて審議する。 

（ア） 新市建設計画の変更に関する事項 

（イ） 新市建設計画の執行状況に関する事項 

（ウ） その他市長が必要と認める事項 

イ  必要と認める事項について、市長に意見を述べることができる。 

 

（４） 審議会は、区域ごとに委員２０人以内で組織し、委員の任期は２年

とする。 
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９ 地方税の取扱い 

（１） 個人市民税の普通徴収の納期については、６月、８月、１０月及び

１月とする。 

 

（２） 固定資産税の納期については、５月、７月、１２月及び２月とする。 

 

（３） 軽自動車税の納期については、５月とする。 

 

（４） 入湯税の税率については、鶴岡市、温海町の例とする。 

 

（５） 都市計画税の課税区域については、当面現行のとおりとし、新市に

おいて新都市計画区域及び新都市計画事業計画を踏まえ設定する。 

税率については、新市において課税区域が設定されるまでの期間

（合併する年度及びこれに続く５年度以内）は、不均一課税とする。 

納期については、５月、７月、１２月及び２月とする。 

 

（６） 市民税、固定資産税並びに軽自動車税の免除及び減免については、

鶴岡市の例を基本に調整する。 
 

10 一般職の職員の身分の取扱い 

鶴岡市、藤島町、羽黒町、櫛引町、朝日村、温海町の一般職の職員は、

すべて新市の職員として引き継ぐ。 
職員の任免、給与その他の身分取扱いについては、人事管理及び職員

の処遇の適正化の観点から調整を図る。 

   

11 特別職の身分の取扱い 

監査委員、議会推薦の農業委員会委員及び固定資産評価審査委員会委

員の定数、特別職の報酬の額等については、６市町村の長が別に協議し

て定める。 
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12 条例、規則等の取扱い 

条例、規則等は、合併協議会で協議、承認された調整方針及び事務事

業等の調整内容に基づき、新市における事務事業に支障がないように整

備するものとする。 

 

13 組織及び機構の取扱い 

新市の組織及び機構は次の基本的な考え方により再構築する。 

（１） 現在の鶴岡市役所を本所、町村役場を支所とし、行政機能を分担し、

配置する。 

ア 本所・支所においては、住民がこれまでどおり、各種の手続きが

できるようにするとともに、住民の日常生活の問題に関する相談窓

口を設ける。 

健康・福祉部門などにおいては、住民に提供するサービス内容の

充実、高度化を図る。 

イ 支所においては、各地区特有のプロジェクト等について、原則と

して引き続き取り組み、また、合併に伴い検討すべき施策の調整も

重要業務として取り組む。 

ウ 内部管理部門は、本所に中核機能を置き、業務内容の充実を図り

つつ、組織の統合・縮小、職員の資質向上と併せた人員削減を計画

的に進める。 

エ 市政運営の基本方針などの策定や各部門の中枢管理機能は、本所

を中核としながら、適切な行政運営に努める。 

 

（２） 本所、支所以外での公共的サービス提供については、民間セクター

との協力・協調体制の構築を推進する。 

また、民間のサービス機関に移管することが適切な公的施設につい

ては、努めて移管する。 

 

（３） 支所の権限などについては、新市で行政課題や権限の分担、財政事

情などを総合的に勘案し、適切に決定する。 

 

（４） 行財政改革については、既決の計画に沿うなど、引き続き実施する。 
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14 一部事務組合等の取扱い 

（１） 鶴岡市ほか六箇町村衛生処理組合、鶴岡地区消防事務組合及び月

山水道企業団については、合併までに関係団体との協議を踏まえ調

整する。 

 

（２） 山形県消防補償等組合、山形県自治会館管理組合、山形県市町村

職員退職手当組合及び庄内広域行政組合については、合併の日の前

日をもって当該組合から脱退し、新市において合併の日に当該組合

に加入する。 

 

（３） 山形県市町村交通災害共済組合については、合併の日の前日をも

って当該組合から町村は脱退する。 

 交通災害共済事業については、鶴岡市の例を基本に新市単独で運

営する。 

 

（４） 庄内視聴覚教育協議会については、合併の日の前日をもって当該

協議会から脱退し、新市において合併の日に当該協議会に加入する。 

 

（５） 庄内南地区介護認定審査会については、合併までに関係団体との

協議を踏まえ調整する。 

 

15 公社、第三セクター等の取扱い 

（１） 藤島町、羽黒町、温海町の土地開発公社については、統廃合し、１

つの土地開発公社とする。 
 
（２） 財団法人鶴岡市開発公社については、当面現行のとおりとし、新市

において土地開発公社との業務の整理について検討する。 
 
（３） 第三セクターについては、当面現行のとおりとし、出資金は新市に

引き継ぐ。 
なお、類似業務を行うものの統合、組織機構及び公的支援の見直し、

民営化等の運営の改善、合理化に努める。 
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16 町・字の取扱い 

（１） 町・字の区域は、原則として現行のとおりとする。 
 
（２） 大字の名称には、「大字」の字句を付さないものとする。 

 
（３） 現町村名の取扱いについては、合併までに調整する。 

 

17 慣行の取扱い 

（１） 市章については、新市発足までに決定する。 

 市民歌、市の花鳥木、都市宣言、市民憲章等については、新市にお

いて検討する。 

 

（２） 名誉市民顕彰及び市政功労表彰の制度については、鶴岡市の例を基

本に調整する。 

なお、既推戴者及び既受賞者は、引き続き顕彰する。 

 

18 姉妹都市等 

及び国内・国際交流事業の取扱い 

 

（１） 姉妹都市等との盟約については、相手先の意向を確認したうえで新

市において引き継ぐ。 
 
（２） 国内・国際交流事業については、相手先の意向を確認したうえで新

市において継続する。 
 

19 広報広聴関係事業の取扱い 

（１） 広報紙の発行については、月２回を基本とする。 
 
（２） 広聴制度については、住民の声を幅広く聴くため、市長と語る会や

住民自治組織との懇談、提言はがきなどの充実策を検討する。 
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20 交通関係事業の取扱い 

羽黒町、櫛引町、温海町の独自運行バスについては、当面現行のとお

りとし、効率的な運行を検討する。 

 

21 窓口業務の取扱い 

（１） 印鑑登録手帳の交付、住民基本台帳の閲覧、住民基本台帳記載事項

証明書交付等の窓口手数料については、鶴岡市の例を基本に調整する。 

 

（２） 時間外の窓口開設については、鶴岡市、藤島町の例を基本に調整す

る。 

 

22 地域コミュニティ支援 

及び行政連絡体制の取扱い 
 

（１） 自治組織については、歴史的経過、地域特性を踏まえ、地域住民の

意思を尊重し、５年以内に自治組織のあるべき姿を検討する。 

町内会運営補助金、自治振興交付金等については、自治組織のある

べき姿を検討した後に、段階的に調整する。 

 

（２） 駐在員、町内会長、区長等の設置、報酬等については、自治組織の

あるべき姿を検討した後に、段階的に調整する。 

 

23 市民相談関連事業の取扱い 

市民総合相談及び消費生活相談については、本所、各支所の相談体制

の機能を充実していく。 

 

24 斎場事業の取扱い 

（１） 斎場使用料については、鶴岡市の例を基本に調整する。 

 

（２） 温海町が共同運営している新潟県山北町火葬場については、新市に

おいても継続する。 
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25 国民健康保険事業の取扱い 

（１） 保険税については、不均一課税とし、５年以内に段階的に調整する。 

納期については、７月から３月までの９期とする。 

 
（２） 人間ドック等の検診事業の受診者に対する助成制度については、保

険税の調整と併せ５年以内に調整する。 

 

（３） 出産育児一時金及び葬祭費の支給額については、保険税の調整と併

せ５年以内に調整する。 

出産育児一時金貸付制度については、統一する。 

 

26 ごみ処理事業の取扱い 

（１） ごみの収集体制・区域等については、３年以内に調整する。 

ごみステーション設置に対する補助制度、特定団体の独自収集に対

する補助制度は、３年以内に廃止する。 

 

（２） 資源ごみ回収報奨金については、鶴岡市の例を基本に統一し、衛生

組織連合会等協力団体での上乗せ助成は廃止する。 

 

（３） 生ごみ処理器の購入助成については、鶴岡市、朝日村の制度に統一

する。 

環境にやさしい店認定制度については、鶴岡市の制度により全市で

実施する。 

 

27 環境対策事業の取扱い 

（１） 合併浄化槽の整備手法、補助制度等については、当面現行のとおり

とし、新市において整備のあり方等について検討する。 

 

（２） 一般廃棄物の減量、適正排出等の啓蒙・啓発活動のほか、生活環境

の保全や向上を図るための推進体制については、衛生組織連合会等協

力団体との調整を図り鶴岡市の例を基本に統一する。 
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28 消防団の取扱い 

（１） 組織体制については、各市町村の消防団の体制を維持し、連合消防

団体制とする。 

 

（２） 消防団員の報酬、手当、退職報償金等については、５年以内に段階

的に調整する。 

 

（３） 分団交付金等については、５年以内に段階的に調整する。 

 

29 防災関係事業の取扱い 

（１） 防災行政無線については、当面は統合器によりシステムの統一化を

図り、機器の老朽化を勘案しながら、戸別受信機のあり方も含め、５

年以内に段階的にシステムの再構築を図る。 

 

（２）  鶴岡市、温海町の水難救済会については、現体制で統合し、報酬額

等は新たに定める。 

 

（３）  羽黒町、櫛引町、朝日村の山岳遭難救助組織等については、現体制

を基本とする。 

 

30 保健衛生事業の取扱い 

（１） 妊婦の一般健康診査及び超音波検査については、鶴岡市の例を基本

に調整する。 

 

（２） ４か月児、７か月児、１歳６か月児及び３歳児の健康診査について

は、鶴岡市の例を基本に調整する。 
 ９・１０か月児、１歳児の健康診査については、１歳児健康教室に

変更する。 
 
（３） 集団予防接種（ＢＣＧ、ポリオ）の会場については、市町村ごとに

設置する。 
 個別予防接種（三種混合、麻しん、風しん、日本脳炎）の委託料、

自己負担金等については、鶴岡市の例を基本に調整する。 
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（４） 集団基本健診の健診項目、対象年齢、自己負担金等については、３

年以内に調整する。 
 
（５） 消化器検診、婦人科検診の自己負担金、減免対象者等については、

鶴岡市の例を基本に、３年以内に調整する。 
 
（６） 人間ドックの対象者、委託料、自己負担金等については、鶴岡市の

例を基本に、５年以内に調整する。 
 
（７） 高齢者インフルエンザ予防接種の委託料、減免対象者等については､

鶴岡市の例を基本に調整する。 
 

31 診療所（直営）、休日夜間診療の取扱い 

（１） 朝日村の国民健康保険診療所については、現行のとおりとし、温海

町の国民健康保険診療所については、今後の運営について引き続き検

討する。 
 

（２） 鶴岡市休日夜間診療所及び温海町の在宅当番医制度については、現

行のとおりとする。 
 

32 障害者福祉事業の取扱い 

（１） 重度障害者介護者激励金品の支給については、鶴岡市の例を基本に

５年以内に段階的に調整する。 
 
（２） せきずい損傷者福祉手当については、鶴岡市の例を基本に３年以内

に調整する。 
 
（３） 重度心身障害児養育手当については、鶴岡市の例を基本に５年以内

に調整する。ただし、特別児童扶養手当非該当者への支給は、３年以

内に廃止する。 
 
（４） 紙おむつ支給については、平成１７年度に新たな基準を作成し、３

年以内に実施する。 
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（５） 福祉タクシー券、福祉ガソリン券の助成については、鶴岡市の例を

基本に５年以内に調整する。 
なお、各町村区域の交通基盤整備等、障害者の移動支援策を検討す

る。 
   

33 高齢者福祉事業の取扱い 

（１） 高齢者長寿祝いについては、対象年齢、祝品等を統一する。 
 
（２） 敬老事業等については、当面現行のとおりとし、新市において対象

年齢、事業費等について調整する。ただし、特別養護老人ホーム等施

設行事への補助は、廃止を検討する。 
 
（３） 高齢者等で専用の移送用車両を利用しなければならない者に対する

外出支援サービスについては、当面現行のとおりとし、５年以内に新

たな基準を設け実施する。 
 
（４） 高齢者福祉タクシーの助成については、３年以内に廃止する。 

なお、各町村区域の交通基盤整備等、高齢者の移動支援策を検討す

る。 
 
（５） 寝たきり老人紙おむつ支給については、羽黒町の例により、介護保

険市町村特別給付事業として１年以内に調整する。 
なお、基準等については、鶴岡市の例を基本に、次期介護保険事業

計画で検討する。 
 
（６） 寝たきり老人等介護者激励金支給については、５年以内に段階的に

廃止し、家族介護者交流激励支援事業、家族介護者教室事業等による

介護家族支援の充実を図る。 
 
（７） 低所得者の介護サービス利用者負担減免については、鶴岡市の例を

基本に５年以内に調整する。 

 

34 介護保険事業の取扱い 

（１） 介護保険事業計画については、第２期事業運営期間の終期(平成１７ 
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年度）までの間は、各市町村の計画の集合をもって事業計画として取

り扱うこととし、平成１７年度に新市の介護保険事業計画を策定する。 
 
（２） １号被保険者の保険料については、新市の介護保険事業計画により 

平成１８年度から統一する。 
 
（３） 法定の介護保険料減免については、鶴岡市の例を基本に調整する。 

生活困窮者の独自減免については、鶴岡市の例を基本に１年以内に

調整する。 

 

35 児童福祉事業の取扱い 

（１） 放課後児童対策事業については、当面現行のとおりとするが、学童

保育所の管理運営･保育料等については、５年を超える経過措置をも

って調整する。 
 
（２） 誕生祝金については、５年以内に廃止も含めて調整する。 

 

36 保育事業の取扱い 

（１） 公立保育所については、運営方式や保育内容など保育事業全体につ

いて、民間委託等も含めて検討する。 
 
（２） 保育料については、当面は住所地により保育料を算定することとし 

５年以内に国の基準を参考に新たな保育料を検討し、その後段階的に

調整する。 
 

37 その他の福祉事業の取扱い 

（１） 社会福祉協議会に対する運営費等の補助については、現状の補助水

準を維持することを前提とした基準で調整する。 
 
（２） 小規模災害の一時扶助については、鶴岡市の例を基本に調整する。 

 
（３） 重度心身障害者医療及び乳幼児医療の助成対象者については、５年

以内に調整する。 
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38 農林水産関係事業の取扱い 

（１） 水田農業構造改革対策における生産目標数量の配分率、独自カウン

トについては、従来の経過を尊重しながら、現在の市町村への配分根

拠を基礎に、新たに設置される第三者機関的組織の意見を踏まえて５

年以内に決定する。 

 

（２） 産直施設の支援については、経営組織が将来的に独立した安定経営

ができるよう、支援方法を５年以内に統一する。公設の施設について

は、賃貸する方向で調整する。 

 

（３） グリーンツーリズム活動支援については、櫛引町の事業手法を参考

とし、３年以内に対象を全市に拡大して実施する。 

 

（４） 市町村単独土地改良事業補助金及び小規模災害復旧工事補助金につ

いては、５年以内に補助対象要件等の制度内容を統一する。 
 
（５） 朝日村の住宅等建築資金貸付事業及び温海町の町の木庄内あつみ杉

利用住宅等建築奨励補助金制度については、温海町の制度を基本に統

合し、朝日村、温海町に限定し実施するが、地域材利用促進に係わる

諸制度の運用により制度の見直しを検討する。 
 

（６） 内水面漁業振興事業費補助金については、５年以内に制度内容を統

一する。 
 

39 商工関係事業の取扱い 

（１） 企業立地助成については、制度を統一し、用地取得助成及び雇用

促進助成は廃止する。ただし、合併前に制度の適用を受けたものに

ついては、現行のとおりとする。 

 

（２） 融資、利子補給及び保証料補給制度については、鶴岡市の例を基

本に統一する。ただし、合併前に制度の適用を受けたものについて

は、現行のとおりとする。 

 

（３） 商工会議所、商工会への補助については、３年から５年の間は現行

のとおりとし、その後、運営補助金については統一の基準を設定し、
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事業補助についてはメニュー化を図る。 

 

40 雇用労働福祉関係事業の取扱い 

（１） 勤労者融資保証料補給制度の補給割合、補給期間及び貸付限度額

については、鶴岡市の例を基本に統一する。ただし、合併前に制度

の適用を受けたものについては、現行のとおりとする。 

 

（２） 雇用助成制度は、廃止する。 

なお、就業相談員による未就職者支援、総合就職セミナーなどによ

る新規学卒者の就職支援、既就職者の技術や能力の向上など、人材育

成を主体とした雇用対策を推進する。 

 

41 観光関係事業の取扱い 

（１） まつり等観光振興事業については、当面現行のとおりとし、補助金

等については新市において検討する。 

 

（２） 観光キャンペーン事業については、３年以内に事業の一元化を検討

する。 

 

（３） 各地区観光協会組織については、当面現行のとおりとし、補助金等

については５年以内に調整する。 

 

42 建設関係事業の取扱い 

（１） 都市計画決定については、新市全体を１つの都市計画区域とすると

ともに、区域区分の実施及び総合的な土地利用方針を３年以内に定め

る。 

 

（２） 現在の市町村道は、すべて新市の市道として引き継ぐ。 

新市の市道認定基準については、鶴岡市の例を基本に３年以内に新

たな基準を定める。 

 

（３） 除雪については、各市町村の除雪計画を新市に引き継ぎ、現行のと

おり実施する。 
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（４） 公営住宅の家賃については、鶴岡市の例を基本に５年以内に新たな

算定基準を定める。 

 

（５） 朝日村で実施している克雪住宅支援事業については、現行のとおり

とする。 
 

43 上水道事業の取扱い 

（１） 水道料金については、現行のとおり新市に引き継ぎ、新市での水道

事業計画を策定のうえ、５年以内に統一する。 

また、料金体系については、料金の統一に合わせ、口径別料金体系

を基本に統一する。 

 

（２） 水道加入金については、現行のとおり新市に引き継ぎ、水道料金の

統一に合わせて調整する。 

 
（３） 月山水道企業団の給水区域の水道料金、料金体系及び分岐負担金（加

入金）については、月山水道企業団の協議を踏まえて検討する。 
 

44 下水道事業の取扱い 

（１） 公共下水道事業及び集落排水事業の使用料については、下水道事業

計画、集落排水事業計画を策定のうえ、５年を超える経過措置をもっ

て調整する。 

なお、調整に当たっては、使用料収入の維持管理費及び資本費算入

割合について、将来的には鶴岡市の例を基にした目標設定を検討する

が、当面は実情に応じた適切な割合を検討する。 

 

（２） 公共下水道事業の受益者負担金及び集落排水事業の分担金について

は、現行のとおりとする。 

 

（３） 公共下水道事業及び集落排水事業における排水設備等改造補助金及

び利子補給制度については、統一する。 
 

45 学校教育事業の取扱い 

（１） 通学区域については、当面現行のとおりとし、新市の教育委員会に

おいて適切に対処する。 
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（２） スクールバス運行管理及び通学対策費補助金については、５年以内

に地域性や経過等を踏まえて調整する。 

 

（３） 新入学児童ランドセル贈呈事業については、３年継続する。その後

の取扱いは、新市において検討する。 

 

（４） 学校支援職員については、学校の状況把握を基にして、合併までに

人員配置を検討する。 

 

（５） 体育文化活動奨励費補助金については、３年以内に、小中学生の県

大会から全国大会まで補助対象経費の５分の４を補助することで統

一する。 

部活動指導者への謝金は、３年以内に廃止の方向で調整する。 

 

（６） 学校給食については、当面は現行のセンター方式、自校方式を継続

する。 

 

（７） 私立高等学校生徒学費補助金については、当面、鶴岡市の基準によ

り朝日村を除く全市で実施し、朝日村の高等学校等学費補助金につい

ても、当面現行のとおりとする。 

なお、補助制度のあり方については、新市においてさらに検討する。 

 

（８） 育英奨学金貸付等事業については、現行のとおりとする。 

 

（９） 公立幼稚園の入園料、保育料については、５年以内に調整する。 

 

46 社会教育事業の取扱い 

（１） 地域社会教育活動の振興については、現行の体制を継続しながら、

３年以内に体制、補助施策を検討する。 

生涯学習推進員、社会教育推進員等については、３年以内に統一し

た設置基準を定める。 

 

（２） 公民館については、鶴岡市中央公民館を新市の中央公民館とする。 

現在の各町村の中央公民館、地区公民館については、それぞれの特

徴を踏まえ連携を強化していく。 
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（３） 自治公民館等への建設補助、活動支援補助等については、５年以内

に調整する。 

 

（４） 図書館については、鶴岡市立図書館を本館とし、各町村の図書館、

図書室を分館とする。 

また、本館の図書が分館で貸出、返却可能となるよう、機能整備、

電算化を年次的に行う。 

 

47 スポーツ振興事業の取扱い 

（１） 体育施設の使用料については、適正な受益者負担に留意し、５年以

内に算定基準の統一と併せて、見直しを行う。 

 

（２） 体育施設使用料の減免については、適正な受益者負担に留意し、５

年以内に対象範囲や減免率を見直しのうえ統一する。 

 

48 新市建設計画 

新市建設計画は、別添に定めるとおりとする。 

 





市の芸術文化の拠点施設・鶴岡アートフォーラム。
ここは、市民の作品などの発表の場です。また郷
土ゆかりの作品や現代の様々な芸術の紹介、さら
には学習、制作体験のできる施設です。展覧会の
ほかにも講座やコンサートなども行われます。
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予
算
編
成
に
当
た
っ
て

市
政
運
営
の
基
本
的
な
方
針
・
考
え
方

に
つ
い
て

　

昨
年
の　

月
、
新
し
い
鶴
岡
市
が
発
足
し
て
か
ら

１０

は
や
半
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
市
政
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
各
旧
市
町
村
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
制
度
・
施
策
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
て
き
た
た
め

で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お 
蔭 
で
あ
り
、
ま

か
げ

ず
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
新
し
い
鶴
岡
市
発
足
後

１８

初
め
て
の
本
格
予
算
で
す
が
、
引
き
続
き
経
費
の
節

減
と
真
に
必
要
な
事
業
を
選
択
し
な
が
ら
、
合
併
に

伴
う
国
や
県
の
財
政
支
援
措
置
を
有
効
に
活
用
し
て

編
成
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
始
め
に
、
平
成　

年
度
予

１８

算
で
配
慮
し
た
基
本
的
な
考
え
方
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、

平
成　

年
度
で
実
施
す
る
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方

18

に
つ
い
て
要
約
し
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
重
点
を
置
い
た
施
策
で
す
が
、
第
一
に
、
市

民
の
健
康
と
福
祉
施
策
＝
他
の
都
市
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
、
併
せ
て
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
な
ど
の
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
・
活
性
化
を
図
る

こ
と
、
第
二
は
、
児
童
・
生
徒
が
健
全
で 
逞 
し
く
育

た
く
ま

ち
成
長
す
る
よ
う
に
、
指
導
・
支
援
体
制
を
積
極
的

に
充
実
し
た
こ
と
、
第
三
は
、
地
域
特
性
に
根
ざ
し

た
農
林
水
産
業
の
振
興
・
再
生
を
促
進
す
る
こ
と
、

併
せ
て
森
林
空
間
の
多
様
な
活
用
策
を
検
討
す
る
こ

と
、
第
四
は
、
先
端
生
命
科
学
の
分
野
の
高
度
な
研

究
教
育
機
能
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
先
駆
的
、
戦
略

的
な
施
策
を
進
め
、
こ
れ
を
基
礎
に
工
業
の
振
興
・

発
展
を
図
る
と
共
に
、
さ
ら
に
は
少
子
・
高
齢
化
社

会
の
到
来
に
し
っ
か
り
備
え
る
た
め
、
頼
も
し
い
若

年
層
の
流
入
・
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
、
第
五
に
、

地
域
の
伝
統
文
化
の
維
持
・
適
切
な
利
活
用
を
図
る

こ
と
、
及
び
地
域
特
性
を
も 
活 
か
し
た
商
業
の
再
生
、

い

観
光
の
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
、
第
六
は
、
高
速
交

通
利
便
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
編
成
で
配
慮
し
た
の
は
、
第
一
に
、

旧
市
町
村
当
時
に
実
施
し
て
き
た
、
と
く
に
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
予
算
は
前
年
度
並
み
に
措
置
し
、

な
お
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

１８

中
に
必
要
な
改
善
・
調
整
措
置
を
検
討
し
、
改
善
す

べ
き
も
の
に
は
、
そ
の
方
策
を
立
て
る
こ
と
、
第
二

は
、
旧
町
村
＝
各
地
区
に
伝
統
的
に
引
き
継
が
れ
て

き
た
優
れ
た
特
性
を
守
り
、
適
切
に
活
用
す
る
と
共

に
、
と
く
に
未
来
に
向
け
、
各
々
の
地
域
振
興
・
発

展
を 
牽 
引
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
鋭
意
検
討

け
ん

す
る
こ
と
、
第
三
は
、
総
じ
て
、
い
ま
実
施
し
て
い

る
施
策
に
つ
い
て
、
出
来
る
限
り
原
点
に
帰
っ
て
見

直
し
、
適
確
な
施
策
体
系
を
つ
く
り
直
す
作
業
に
着

手
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
い
ま
大
幅
な
変
化
が
続

い
て
い
る
社
会
・
経
済
事
情
な
ど
、
諸
施
策
に
関
連

す
る
実
態
の
調
査
・
分
析
を
本
格
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　

周
知
の
と
お
り
、
旧
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、

新
し
い
鶴
岡
市
に
な
っ
た
の
は
、「
将
来
に
予
想
さ

れ
る
財
政
事
情
の
窮
迫
を 
凌 
ぎ
、
そ
れ
以
上
に
『
自

し
の

立
性
が
あ
り
、
優
れ
た
機
能
が
充
実
し
た
自
治
体
』

平成１8年度予算総額

1,204億6,933万1千円

鶴
岡
市
長

予
算
特
集
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な
ど
扶
助
費
を
増
額
し
た
ほ
か
、
小
中
２
校
の
学
校

建
設
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ

の
予
算
を
ま
と
め
る
過
程
で
は
、
極
力
歳
出
を
抑
制

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
収
入
見
込
み
額
で
は
賄
え

な
か
っ
た
た
め
、
合
併
し
た
市
町
村
で
持
っ
て
い
た

基
金
の 
殆 
ど
を
取
り
崩
し
て
収
支
均
衡
を
図
り
ま
し

ほ
と
ん

た
。
な
お
平
成　

年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
実
施
し
て

１８

き
た
施
策
を
さ
ら
に
積
極
的
に
原
点
か
ら
見
直
し
、

経
常
経
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
廃
止
等
、
資
金
の

適
正
な
活
用
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
市
政
推
進
の　
　
 

基
本
的
な
考
え
方

市
民
が
健
康
で
安
全
で
明
る
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に

　

引
き
続
き
市
民
の
健
康
増
進
対
策
を
重
視
し
、
と

く
に
国
か
ら
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
た
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
事
業
な
ど
、
優
れ
た
実
績
を
重
ね
て

き
た
保
健
師
の
活
動
を
中
心
と
し
て
各
種
施
策
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
の
方
々
が
、
家

庭
や
地
域
社
会
の
中
で
、
健
康
と
喜
び
を
持
っ
て
、

ふ
れ
あ
い
の
濃
い
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

介
護
予
防
の
た
め
の
筋
力
向
上
・
栄
養
改
善
事
業
な

ど
を
始
め
、
諸
施
設
福
祉
の
充
実
・
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
福
祉
、
在
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
関
係
者
と
連
携
・
協
調
を
密
に
し
て
更
な

る
検
討
を
し
な
が
ら
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
々
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
生
き

が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

自
立
と
社
会
参
加
へ
の
支
援
な
ど
に
一
層
努
力
し
ま

に
移
行
し
、
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
地
域
活
力
の
衰

微
・
停
滞
の
克
服
、
市
民
ニ
ー
ズ
と
こ
の
地
域
に
適

合
す
る
独
自
の
制
度
・
政
策
の
立
案
と
積
極
的
な
実

施
が
可
能
な
自
治
体
」
に
な
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

そ
れ
に
は
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
幾
つ
か
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
大
方
の
理
解
を
得
て
、
少
し

で
も
速
や
か
に
こ
の
合
併
目
的
が
十
分
に
果
せ
る
よ

う
に
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
予
算
に
つ
い
て

１８

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
５
６

１８

１
億
４
、
１
０
０
万
円
で
、
平
成　

年
度
当
初
予
算

１７

に
比
べ
、
０
・
５
î
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
保
険
特
別
会
計
ほ
か　

の
特
別
会
計
は
総
額
で

１３

４
５
０
億
２
、
８
５
７
万
５
千
円
、
０
・
３
î
の
増
、

病
院
と
水
道
事
業
の
２
企
業
会
計
は
、
総
額
で
１
９

２
億
９
、
９
７
５
万
６
千
円
、
２
・
１
î
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
、
ま
ず
歳
入
の
内
訳
で
す
が
、

全
体
の　

î
を
占
め
る
市
税
は
、
固
定
資
産
税
の
評

２５

価
替
え
に
よ
る
減
収
な
ど
で
対
前
年
度
比
２
・
０
î

の
減
、
ま
た　

î
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
国
勢

３６

調
査
の
人
口
減
に
よ
る
減
額
要
素
は
あ
り
ま
す
が
、

市
町
村
合
併
に
伴
う
財
政
措
置
５
億
６
、
０
０
０
万

円
が
加
算
さ
れ
る
な
ど
の
た
め
、
対
前
年
度
比
３
・

０
î
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
ま
ず
合
併
に
よ
る
議
員
定
数
や
特
別

職
の
職
員
数
の
削
減
に
伴
う
報
酬
の
減
額
効
果
は
約

６
億
円
と
な
る
な
ど
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
ほ
と

ん
ど
の
項
目
で
前
年
度
よ
り
減
額
と
し
ま
し
た
。
一

方
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
っ
て
児
童
手
当
の
支
給
費

会計別内訳　（増減率は旧６市町村の平成17年度当初予算の合計額との比較）
一般会計
特別会計
　老人保健医療　
　国民健康保険　
　介護保険　
　公共下水道事業　
　集落排水事業　
　市街地再開発事業
　浄化槽事業　
　交通災害共済事業　
　休日夜間診療所
　住宅用地造成事業
　駐車場　
　墓園事業　
　加茂財産区管理
　産業団地造成事業　

企業会計　
　病院事業　
　水道事業　

予
算
特
集

　
561億4,100万  円   (▲0.5％)
450億2,857万5千円 　 (0.3％)

133億　794万3千円　　   (▲0.4％)
120億1,344万6千円　        (▲0.4％)
100億9,506万1千円　　        (6.2％)
74億1,469万6千円　　　   (1.3％)
11億1,552万5千 円　      (▲17.0％)
8億6,364万   円　　   (▲21.7％)
1億2,365万2千円　　　　(2.4％)
 4,888万6千円　　　 (42.7％)
2,188万6千円　　      (4.4％)
1,000万  円　　   (▲2.0％)
759万9千円　      (▲0.2％)
496万1千円　　 (▲26.4％)
114万  円　　 (▲21.4％)
14万  円　　 (▲30.0％)

192億9,975万6千円 　 (2.1%)
138億3,808万8千円　 　　   (0.6％)
 54億6,166万 8千円   　　　 (6.0％)

市では健康づくりを推進するため、
ヘルスアップモデル事業や生活習慣
病予防事業に市民とともに積極的に
取り組んでいます。

一
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す
。

　

経
済
的
に
生
活
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
方
々
に
は
、

引
き
続
き
、
国
や
県
の
生
活
保
護
制
度
等
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
整
備
な
ど
子

供
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
図
り
、

相
談
体
制
の
充
実
、
乳
幼
児
や
児
童
へ
の
予
防
接
種

の
実
施
、
妊
婦
の
健
康
診
査
へ
の
助
成
、
低
年
齢
児

保
育
や
一
時
保
育
の
充
実
、
学
童
保
育
事
業
の
運
営

な
ど
を
、
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
含
め
、
快
適
で

安
全
な
市
民
生
活
を
送
る
上
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
こ
れ
か
ら
は
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
盤
が 
脆 
弱
化
す
る
ケ
ー
ス
も

ぜ
い

増
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
も
考

え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
の
調
査
と
分
析
、

今
後
の
対
応
策
の
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

教
育
・
研
究
に
関
す
る
施
策

　

昨
今
、
全
国
的
に
、
児
童
・
生
徒
を
巻
き
込
ん
だ

悲
惨
な
事
件
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
当
市
の
児
童
・

生
徒
に
は
そ
う
い
う
懸
念
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

な
お
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
鶴
岡
の
児
童
・
生
徒
に

は
本
当
に
心
身
と
も
に
、
よ
り
健
康
・
健
全
に
、
ま

た
頼
も
し
く
育
っ
て
欲
し
い
の
で
、
平
成　

年
度
に

１８

は
、
従
来
か
ら
の
施
策
に
加
え
、
指
導
・
助
言
態
勢

の
充
実
・
強
化
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、
必
要
な

予
算
を
措
置
し
ま
し
た
。
ま
た
小
中
学
校
の
老
朽
校

舎
の
新
設
・
改
築
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
市
は
、
優
れ
た

高
等
教
育
・
研
究
機

関
が
四
つ
も
設
置
さ

れ
て
い
る
の
が
特
性

で
、
若
手
人
材
の
定

着
と
流
入
の
促
進
や
、

よ
り
卓
越
し
た
優
秀

な
人
材
の
育
成
、
さ

ら
に
は
市
民
の
学

習
・
文
化
活
動
、
地

元
高
校
生
等
の
学
習

に
大
き
く
貢
献
し
て 
貰 
っ
て
い
ま
す
。
山
大
農
学
部
、

も
ら

鶴
岡
高
専
、
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
、

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
が
そ
れ
で
、
農
林
水
産

業
の
振
興
、
電
子
系
の
先
導
的
工
業
、 
或 
い
は
医
薬

あ
る

品
・
食
品
工
業
分
野
で
の
企
業
化
の
た
め
に
も
、
先

駆
的
な
研
究
・
教
育
啓 
蒙 
活
動
を
重
ね
て
い
た
だ
い

も
う

て
い
ま
す
。
と
く
に
今
後
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
活
力
も
低
下
す
る
こ
と
が
危 
惧 
さ
れ
て
お
り
、

ぐ

こ
れ
を
克
服
す
る
上
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
う
し

た
高
等
教
育
研
究
活
動
は
、
若
手
人
材
の
定
着
と
流

入
の
促
進
や
卓
越
し
た
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
大
き

く
寄
与
し
て
く
れ
、
そ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
助
長
・
促
進
に
は
可
能
な
支

援
措
置
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
う
ち
慶

應
義
塾
大
学
の
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
補
足
し
ま
す
と
、
が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
難

病
対
策
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
、
細
胞
内
の
全
代
謝

物
質
（
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
）
の
分
析
・
解
明
が
予
想
以

上
に
早
く
成
功
し
、
そ
の
画
期
的
成
果
は
世
界
的
な

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
こ
の
成
果
を
企
業
化
す
る
た
め
の
応
用
研
究
活
動

予
算
特
集

自主財源…市税や諸収入、基金からの繰入
金、負担金や使用料などのように、自主
的に収入する財源

依存財源…地方交付税や国県支出金のよう
に、国や県から定められた額を交付され
たり割り当てられたりする収入

二

市民一人当たりの市税負担額………９ 万6,155円

東北公益文科大学大学院
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確
立
を
図
り
、
地
産
地
消
の
推
進
、
農
用
地
の
利
用

集
積
、
集
落
営
農
の
推
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
優
れ
た
農
業
地
域
と
し
て
充

実
・
振
興
を
続
け
て
い
く
た
め
、
顕
在
化
し
て
い
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
潜
在
化
し
て
い
る
様
々
な
問
題

点
・
課
題
を
解
明
し
、
当
面
の
み
な
ら
ず
中
長
期
的

対
策
を
策
定
・
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
実
態

の
調
査
と
分
析
の
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
地
域
で
は
、
林
業
の
再
生
・
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
や
学
習
、
教
育
な
ど
の
た

め
に
活
用
で
き
る
森
林
空
間
の
開
設
・
整
備
を
目
指

し
、
調
査
検
討
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
疎
地
域

へ
の
前
向
き
な
対
策
の
推
進
に
も 
繋 
が
る
こ
と
で
し

つ
な

ょ
う
。
水
産
業
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
再
生
・
振
興

策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

商
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
を
主
体
に

既
に
活
発
な
活
動
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

店
舗
等
の
中
心
市
街
地
へ
の
立
地
支
援
、
中
小
の
小

売
店
か
ら
の
情
報
発
信
、
魅
力
あ
る
個
店
の
育
成
、

市
民
と
の
交
流
促
進
事
業
の
実
施
な
ど
、
関
係
機
関

と
協
力
し
諸
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

鶴
岡
・
庄
内
独
特
の
風
格
あ
る
城
下
町
文
化
を

保
護

　

鶴
岡
・
庄
内
独
特
の
風
格
あ
る
城
下
町
文
化
を
引

き
続
き
保
護
し
、
ま
た
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、

広
く
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
重
要
な

命
題
で
す
。
ま
た
市
民
の
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
振
興
・
発
展
を
図
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で

す
。
特
に
新
市
を
構
成
す
る
旧
町
村
部
に
も
、
貴
重

な
学
術
・
芸
能
・
工
芸
・
民
俗
な
ど
の
有
形
無
形
の

資
源
が
数
多
く
あ
り
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
保

全
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
始
め
る
こ
と
、
ま
た
植
物
の
細
胞
研
究
を
、
国
の

理
化
学
研
究
所
と
共
同
研
究
を
始
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
研
究
所
で
は
、
こ
の
研
究
成
果
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
引
き
続
き
難
病
克
服
な
ど
の
次
の
課

題
に
挑
戦
す
る
計
画
な
の
で
、
県
と
も
協
調
し
、
こ

れ
に
資
金
援
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

前
述
し
た
通
り
、
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
研
究

成
果
を
企
業
化
す
る
た
め
、
既
に
整
備
中
の
北
部
の

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（　

室
の
規
模
）
を

２９

完
成
さ
せ
、
食
品
や
医
学
な
ど
の
企
業
な
ど
に
貸
与

し
、
産
業
化
に
移
行
す
る
た
め
の
研
究
を
精
力
的
に

進
め
て
貰
い
ま
す
。
市
で
は
、
鶴
岡
で
の
研
究
に
よ

る
先
端
的
な
優
れ
た
企
業
が
次
々
に
開
設
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
、
そ
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

工
業
団
地
内
の
企
業
も
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

新
技
術
、
新
製
品
の
開
発
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
お

お
む
ね
良
好
に
健
闘
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
新
た
な
企
業
の
立
地
の
促
進
も
含
め
、
な

お
可
能
な
支
援
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
は
唯
一
の
産
地
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
絹
織
物
工
業
の
維
持
・
発
展
、
ま
た
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
も
含
め
サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
充
・
発
展
を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
今

冬
の
大
雪
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
方
々
に
は
、
引

き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
厳
し
さ
を

増
す
農
産
物
の
市
場
競
争
を
克
服
す
る
た
め
、
良
食

味
米
や
減
農
薬
米
な
ど
売
れ
る
米
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
枝
豆
・
メ
ロ
ン
・
庄
内
柿
・
温
海

か
ぶ
・
花 
卉 
な
ど
の
産
地
拡
大
に
よ
る
複
合
経
営
の

き

予
算
特
集

消費的経費…物件費や補助費など、
後年に形を残さずに消費される
性質のお金

投資的経費…建設事業などのよう
に、社会資本として将来に残る
ものに使われる性質のお金

義務的経費…人件費・扶助費・公
債費のように、支出が義務づけ
られている性質のお金

四

三

市民一人当たりに使われるお金……39万  513 円
※一般会計での試算。平成18年２月28日現在での人口14万3,762人での数値。
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も
長
期
に
わ
た
り
適
切
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
が
観
光
振
興

の
上
で
極
め
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
適
正
か
つ
有
効
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
方

策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

　

ま
ず
日
沿
道
・
温
海
鶴
岡
間
の
早
期
の
完
成
を
目

指
し
、
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、 
未 
だ
に
基

い
ま

本
計
画
区
間
の
県
境
付
近
に
つ
い
て
、
早
期
の
整
備

を
関
係
方
面
に
要
望
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

空
港
で
は
、
東
京
便
の
夜
間
駐
機
を
確
実
に
し
な
が

ら
、
航
空
機
の
規
模
拡
大
や
増
便
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
羽
越
線
の
高
速
化
に
つ
い
て
は
万
全
な
安
全

対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
高
速
化
、
そ

し
て
新
潟
駅
で
の
乗
り
換
え
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
、

県
並
び
に
関
係
市
町
村
と
協
力
し
、
実
現
に
向
け
努

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
 　
　
　
  　

旧
町
村
地
域
で
の　
　
　

　
　
 　
　
　
  　
　
　
　

問
題
と
配
慮

　

旧
町
村
地
域
で
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
定

に
よ
る
調
整
方
針
を
基
本
に
し
て
予
算
措
置
を
講
じ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
旧
市
町
村
間
で
異
な
る
制
度

に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
、
こ
の
調
整
方
針
に
基
づ

き
逐
次
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 
何 
れ
に
し
て
も
、
基

い
ず

本
的
に
は
合
併
以
前
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
国
の

制
度
改
正
に
よ
る
負
担
金
の
増
や
国
民
健
康
保
険
税

の
料
率
引
き
上
げ
措
置
は
避
け
得
な
い
の
で
、
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
平
成　

年
度
に
お
け
る
国

１８

保
料
金
の
引
き
上
げ
措
置
は
、
合
併
を
し
な
か
っ
た

状
態
、
い
わ
ば
旧
市
町
村
地
域
ご
と
別
々
に
扱
い
、

互
い
に
他
地
区
へ
負
担
転
嫁
を
避
け
て
公
平
に
措
置

す
る
こ
と
、
ま
た
、
国
保
会
計
の
資
金
不
足
に
つ
い

て
、
ル
ー
ル
で
定
め
た
ほ
か
に
一
般
会
計
で
補
う
こ

と
は
、
治
療
さ
れ
た
方
の
医
療
費
を
、
ル
ー
ル
を
越

え
て
一
般
住
民
の
税
負
担
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
、
そ
れ
も
避
け
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ

っ
て
措
置
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
地
区
に
あ
る
史
跡
・
名
勝
な
ど
有
形
・

無
形
の
歴
史
・
文
化
資
源
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

大
切
に
保
存
し
、
許
容
限
度
内
で
有
効
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
将
来
に
向
け
、
各
地
区
で
前
面

に
掲
げ
、
今
後　

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的

課
題
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
平
成　

年
度
内
に
策
定

１８

し
て 
貰 
う
こ
と
に
し
、
所
要
の
検
討
経
費
を
予
算
化

も
ら

し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
掲

げ
て
き
た
主
要
課
題
を
改
め
て
確
認
し
、
再
度
掲
げ

る
こ
と
も
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

各
種
の
施
策

１　

都
市
基
盤
の
整
備

○
都
市
環
境
の
整
備　

山
王
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
を
重
ね
、
温
か
い
親
し
め

る
商
店
街
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
「
ま
ち
な
か
元
気
居
住
」
の
推
進
に

つ
い
て
研
究
し
ま
す
。
さ
ら
に
藤
島
地
域
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
外
構
整
備
、
温
海
地
域
の
く
ら
し
の

み
ち
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
旧
荘
内
病
院

跡
地
へ
の
国
の
第
二
合
同
庁
舎
の
誘
致
や
多
目
的
広

場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
特
集

▲学校改築…平成18年度は老朽化の進んだ、櫛引南小学校、
鶴岡第二中学校の改築が行われます。市内には小学校が40校、
中学校が11校あります。このうち老朽化の進んだ学校を順次
改築していく予定です（写真は櫛引南小）。

▼先端研究産業支援センター整備事業…高度な研究機能の集
積を核とする地域づくりを図るため、先端研究産業支援セン
ターの管理運営を行うとともに、産業の集積に向けた環境づ
くりをします（図は同センターの完成予想図）。

【
補
足
‐
合
併
関
連
】

五

今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい今年度の主な事業についててててててててててて
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推
進
し
ま
す
。

○
情
報
基
盤
の
整
備　

櫛
引
地
域
で
高
度
情
報
通
信

基
盤
施
設
の
整
備
と
し
て
、
伝
送
路
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
化
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
改
修
を
実
施
す
る

な
ど
、
放
送
の
高
度
化
と
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

し
ま
す
。

２　

教
育
と
研
究
の
基
盤
整
備

○
学
校
教
育
の
充
実　

櫛
引
南
小
学
校
及
び
鶴
岡
第

二
中
学
校
の
改
築
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
、
特
別
な
教
育
的

支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
学
校

教
育
支
援
員
を
大
幅
に
増
や
す
な
ど
の
措
置
を
し
、

良
好
な
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
連
携
し
て
、
総

合
的
に
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

全
市
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

「
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
」の
推
進
と
児
童

生
徒
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る
教
育
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
学
校
児
童
の
学
力
維
持
・

向
上
の
た
め
指
導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置
す
る
ほ
か
、

教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
給
食　

食
中
毒
な
ど
の
防
止
に
万
全
を
期
し
、

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地

元
で
と
れ
た
食
材
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

○
高
等
教
育
・
研
究
機
能
の
拡
充　

山
大
農
学
部
、

鶴
岡
高
専
、
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所

な
ど
に
お
け
る
研
究
・
教
育
機
能
の
充
実
・
強
化
を

促
進
す
る
た
め
、
可
能
な
支
援
策
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
た
市
民
の
学
習
・
文
化
活

動
、
関
連
産
業
の
充
実
発
展
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
ベ
ン
チ
ャ

○
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備　

高
速
道
関
係
で
は
、

日
沿
道
の
温
海
鶴
岡
間
・
国
の
直
轄
整
備
区
間
に
つ

い
て
、
早
期
の
完
成
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
温
海

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
７
号
を
結
ぶ
余
目
温
海

線
の
事
業
促
進
を
図
り
ま
す
。
庄
内
空
港
関
係
で
は
、

東
京
便
を
始
め
、
大
阪
、
札
幌
便
の
利
便
性
の
向
上
・

充
実
に
つ
い
て
要
望
し
て
行
き
ま
す
。
鉄
道
関
係
に

お
い
て
は
、
新
潟
、
秋
田
地
区
の
同
盟
会
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
羽
越
線
の
安
全
対
策
の
徹
底
を
前
提

に
、
在
来
線
の
高
速
化
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
向

け
、
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
７
号
三
川
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
国

道
１
１
２
号
北
改
良
の
整
備
促
進
な
ど
円
滑
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
地

域
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
着
実
に
各
地
域

の
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
に
身
近

な
生
活
道
路
に
つ
い
て
も
、
道
路
側
溝
、
舗
装
等
の

整
備
を
進
め
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

○
公
園
・
緑
地
の
整
備　

鶴
岡
中
央
高
校
付
近
の
日

本
国
の
公
園
緑
地
整
備
や
丸
岡
城
跡
史
跡
公
園
整
備

の
検
討
を
進
め
る
ほ
か
市
民
に
身
近
な
憩
い
の
場
と

し
て
街
区
公
園
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
住
宅
関
連　

藤
島
地
区
に
公
営
住
宅
を
建
設
す
る

ほ
か
、
公
営
住
宅
の
維
持
保
全
を
進
め
ま
す
。

○
公
共
下
水
道　

鶴
岡
分
区
、
大
山
分
区
、
藤
島
東

部
特
定
環
境
保
全
及
び
温
海
地
域
の
管 
渠 
整
備
な
ど

き
ょ

と
と
も
に
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
脱
水
設
備
・
送

風
機
設
備
や
消
化
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
設
備
の
改
築
を
進

め
ま
す
。

○
水
道
事
業　

配
水
管
改
良
工
事
等
を
進
め
、
安
全

で
良
質
な
水
の
安
定
供
給
と
効
率
的
な
事
業
運
営
を

予
算
特
集

▲産地づくり推進事業…生産調整が続く水田を有効利用し、枝豆や長ねぎ、花 卉 な
き

どの畑作物や高収益作物が栽培されています。転作田を活用し、これらの作物の産
地づくりを図るため、機械・施設整備に助成します。

▲学校教育支援員等の配置…学校教育
支援員や教育相談員などを配置し、児
童生徒の抱える様々な問題に対処しま
す。

▲地域防災対策事業…いつ起こるかわ
からない災害に備え、各地域・各町内会
などで避難訓練などが行われています
（写真は救命講習の様子）。
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一般会計歳出の構成別推移 一般会計歳入の構成別推移

・ 繰出金…介護保険や老人保健などの給付費や下水道事業などに対して、一
般会計から負担するお金
・公債費…借金返済に充てるお金
・投資的経費…道路や橋、学校など公共施設の建設経費
・補助費等…各種団体への負担金や補助金、消防など組合への分担金など
・ 扶助費…生活保護や保育園の委託料、乳児や重度身体障害者への医療給付
費など福祉のためのお金
・物件費…消耗品や備品の購入費用、光熱水費、施設の管理委託料など
・人件費…職員の給料、議員や委員の報酬など

・ 市債…投資事業や減税の補てんなどを行うために、国の許可を得て金融機
関などから借り入れるお金
・国県支出金…特定の事務・事業についての財源として、国や県から交付さ
れるお金
・市税…市民の皆さんが市に納める税金（市民税・固定資産税・軽自動車税・
市たばこ税・入湯税・都市計画税など）
・ 地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、市の財政状況に応じ
て交付されるお金

ー
企
業
等
の
創
出
や
新
た
な
関
連
企
業
の
新
設
・
誘

致
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
企
業
の
高
度
化
な
ど
に

つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

３　

誇
れ
る
文
化
の
継
承
・
発
展
と
交
流
の
拡
大

○
地
域
文
化
の
振
興　

黒
川
能
な
ど
伝
統
芸
能
の
保

存
伝
承
に
努
め
る
ほ
か
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や

丸
岡
城
跡
の
発
掘
調
査
や
出
羽
三
山
の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
面
で
は
、
市
民

作
品
の
展
示
発
表
や
、
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
や
内
外

の
多
様
な
芸
術
の
紹
介
、
児
童
生
徒
の
感
性
を
育
て

る
学
習
・
体
験
・
発
表
な
ど
の
場
と
し
て
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
し
い
市
民
文
化
の
創
造
と
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
藤
沢
周
平
氏
の
記

念
館
建
設
に
向
け
て
整
備
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

○
国
際
交
流　

出
羽
庄
内
国
際
村
を
中
心
と
し
た
草

の
根
の
国
際
交
流
な
ど
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
と
ラ
フ
ォ
ア

市
か
ら
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ
、
両
市
と
の
友
好
交

流
を
な
お
一
層
深
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
高
度
に 
活 
か
し
た
新
し
い
産
業

い

の
創
出

○
農
業　

市
場
重
視
、
消
費
者
重
視
の
需
要
に
即
し

た
米
生
産
と
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
地
づ
く
り

が
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
営
農
体
系
確
立
を

目
指
し
た
地
域
営
農
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
な
農
作
物
の

生
産
の
た
め
、
有
機
・
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ

る
特
別
栽
培
米
な
ど
高
品
質
米
の
生
産
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た 
堆 
肥
セ
ン
タ
ー
や
堆
肥
製
造
組
合

た
い

へ
支
援
を
行
い
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
食
味
の

良
い
売
れ
る
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
作
業
受
委
託
や
農
業
機
械
の
集
団
的

利
用
の
促
進
、
直
播
栽
培
の
普
及
拡
大
に
よ
る
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
り
、
競
争
力
を
強
化
し
な
が
ら
質
の

良
い
米
の
生
産
を
推
進
し
、
本
市
産
米
の
販
路
拡
大

に
努
め
ま
す
。

○
畑
作
・
果
樹
・
園
芸　

今
後
の
本
市
農
業
発
展
の

 
鍵 
を
握
る
重
要
な
部
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
械
・

か
ぎハ

ウ
ス
等
の
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、
本
市
特

産
物
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
産
地
で
の
直
売
や
全
国
に
向
け
た
流
通
販
売
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
畜
産　

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
畑

作
・
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大
に
よ
る
耕
畜
連
携
を
図

る
こ
と
が
一
層
重
要
性
を
増
し
て
く
る
の
で
、
素
牛

導
入
や
優
良
牛
の
確
保
を
進
め
、
畜
産
農
家
の
経
営

安
定
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
農
業
者
育
成　

経
営
感
覚
に
優
れ
た
意
欲
的
な
農

業
者
の
育
成
や
後
継
者
・
農
業
組
織
の
技
術
習
得
に

向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
山
大
農
学
部
等
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
技
術
課
題
の
研
究
を

進
め
ま
す
。

○
農
業
の
基
盤
整
備　

土
地
改
良
事
業
、
農
道
整
備

事
業
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
藤
島
地
域
の
三
和
地
区

に
お
い
て
「
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
対
策
」

の
導
入
に
向
け
活
動
支
援
実
験
事
業
を
進
め
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
羽
黒
南
部
地
区
及
び
東

山
地
区
の
管
路
整
備
と
と
も
に
藤
島
地
域
で
機
能
強

化
を
行
い
、
農
村
部
の
環
境
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
業
の
構
造
に
つ
い
て
、
改
め
て
実
態
を

調
査
・
分
析
し
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
農
業
の
振

予
算
特
集

　

※上記の表の１７年度以前の数値は、合併前の旧６市町村のものを合計した数値です。

４
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起債制限比率と公債費比率の推移 市債残高と公債費の推移

・公債費…過去に借り入れた借金の返済に充てる１年間分のお金

・ 市債残高…投資事業や減税の補てんなどを行うために、金融機関などから

借り入れたお金の残高

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人

材
の
育
成
、
新
規
学
卒
者
へ
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｏ

Ａ
取
得
講
座
の
実
施
な
ど
就
業
支
援
に
も
努
め
、
新

分
野
へ
の
進
出
・
新
技
術
開
発
に
対
す
る
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

○
観
光　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
都
市
と

農
村
の
交
流
や
鶴
岡
な
ら
で
は
の
食
を
含
め
た
体
験

型
観
光
の
創
出
、
観
光
ガ
イ
ド
事
業
の
推
進
・
観
光

案
内
所
の
運
営
な
ど
、
観
光
客
受
入
れ
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン

「
き
ら
き
ら
う
え
つ
」と
連
携
し
た
バ
ス
の
運
行
や
関

係
機
関
と
連
携
を
図
っ
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
宣

伝
広
告
の
積
極
的
な
展
開
、
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
の

充
実
、
特
色
を
活
か
し
た
温
泉
地
の
環
境
整
備
な
ど

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
市
全
体
の
主
要
な
観
光
資

源
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
本
所
・
地
域
庁
舎
が

一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

お
互
い
が
温
か
く
支
え
あ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は
、
特
に
高
齢
者
や

子
供
た
ち
を
始
め
と
す
る
住
民
の
安
心
・
安
全
、
心

豊
か
な
生
活
の
た
め
に
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
一
層
重
要
性

を
増
す
と
思
わ
れ
る
反
面
、
構
成
す
る
住
民
の
方
々

の
高
齢
化
が
進
む
な
ど
、
そ
の
運
営
も
徐
々
に
厳
し

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
も
変
化
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
、
運
営
、
そ
の
役

興
・
再
生
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

○
林
業　

森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
林
道
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
の
推
進
、
松
く
い
虫
等
防

除
対
策
な
ど
に
努
め
る
ほ
か
、
特
用
林
産
物
加
工
施

設
へ
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
大
な
面
積
を

有
す
る
森
林
空
間
の
多
角
的
活
用
を
図
る
な
ど
地
域

振
興
策
の
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
漁
業　

漁
港
の
維
持
管
理
や
栽
培
漁
業
の
推
進
に

努
め
る
ほ
か
、
韓
国
船
か
ら
流
出
し
た
庄
内
沖
の
沈

下
コ
ン
テ
ナ
回
収
に
つ
い
て
、
県
や
沿
岸
市
町
と
協

力
し
て
進
め
ま
す
。
ま
た
、
水
産
基
盤
の
整
備
と
し

て
小
岩
川
漁
港
防
波
堤
の 
嵩 
上
工
事
を
進
め
ま
す
。

か
さ

○
商
業　

商
工
会
議
所
等
と
一
体
と
な
り
、
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
中
小
小
売
商
業
高
度
化
）
計
画

に
基
づ
く
各
種
施
策
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
、
地
元

買
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
支
援
し
、
地
域
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
と
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
型
店
の
立
地
に
よ

る
影
響
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
・
購
買
行
動
の
変
化
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

○
工
業　

高
専
地
域
協
力
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
山

大
農
学
部
地
域
連
携
推
進
室
、
慶
應
義
塾
大
学
先
端

生
命
科
学
研
究
所
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
生
命
科

学
の
関
連
企
業
の
新
設
に
向
け
た
施
策
を
講
ず
る
と

共
に
、
既
存
企
業
の
新
技
術
の
開
発
や
地
元
資
源
の

活
用
研
究
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
大
山
工

業
団
地
な
ど
市
内
の
産
業
団
地
を
中
心
に
企
業
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
創
業
環
境
の
構
築
や
起
業

の
支
援
、
企
業
間
交
流
の
活
発
化
、
異
業
種
間
交
流

グ
ル
ー
プ
等
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
職

予
算
特
集

・公債費比率…借金の返済に充てる「公債費」の一般財源に占める割合を表
す指標で、この数値が低いほど財政は柔軟と判断されます。
・ 起債制限比率…市町村が、その規模にふさわしい標準的な一般財政の規模
を「標準財政規模」といい、これに対する公債費の割合を「起債制限比率」
といいます。現在借りている借金が適当かどうかを判断する数値です。こ
の数値が２０％を越えると、市債の発行が制限されます。

※上記の表の１７年度以前の数値は、合併前の旧６市町村のものを合計した数値です。

５

平成17・18年度は推計値
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割
な
ど
を
め
ぐ
り
、
実
態
に
つ
い
て
分
析
を
し
、
よ

く
検
討
・
研
究
・
協
議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
度
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
検
討
に

１８

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安
心
で
き
る
日
常
生

活
を
支
え
る
た
め
、
集
落
・
地
区
単
位
等
の
自
主
防

災
組
織
の
育
成
強
化
を
図
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
と
福
祉
、
子
育
て
の

環
境
づ
く
り

○
市
民
の
健
康
づ
く
り　

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
保
有

者
の
生
活
改
善
の
た
め
、
栄
養
指
導
と
運
動
指
導
を

行
う
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
、
実

施
地
域
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
各
年
代
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
乳
幼

児
・
児
童
に
対
す
る
予
防
接
種
や
、
妊
婦
の
健
康
診

査
や
働
き
盛
り
の
健
康
づ
く
り
、
結
核
の
予
防
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
各
種
検
診
・
人
間
ド
ッ

ク
・
健
康
講
座
、
機
能
訓
練
な
ど
の
事
業
を
充
実
拡

大
さ
せ
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

○
荘
内
病
院　

充
実
し
た
医
療
機
能
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
配
慮
し
つ
つ
、
人
員
・
施
設
設
備
の
効

率
的
運
用
、
薬
剤
・
診
療
材
料
の
適
正
な
在
庫
管
理

な
ど
で
、
病
院
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

○
高
齢
者
の
保
健
福
祉　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
介

１８

護
保
険
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
介
護
予
防
重
視
型

の
シ
ス
テ
ム
へ
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
総
合
的
に
担
う
拠
点
と
し
て

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

配
置
さ
れ
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
介
護
予

防
の
た
め
の
指
導
・
援
助
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
や

権
利
擁
護
、
包
括
的
・
継
続
的
な
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
の
維

持
、
生
活
の
安
定
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
と

増
進
の
た
め
に
必
要
な
各
種
援
助
・
支
援
を
担
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
相
談
員
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
に
派
遣
し
、
利
用
者
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
今
後
と
も
介

護
保
険
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
高
齢
者
の
方

々
が
健
康
と
喜
び
を
持
ち
、
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
健
康
づ
く
り
事
業
の
実
施
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
、
世
代
間
交
流
の
推

進
、
福
祉
教
育
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な

ど
を
展
開
し
、
心
通
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
と

い
う
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、
障
害

者
の
方
々
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
と
就
労
機
会
の
確
保

に
努
め
る
ほ
か
、
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
低
所
得
者
福
祉　

生
活
保
護
法
に
よ
る
適
正
な
保

護
を
実
施
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
相
談
・
指
導
な

ど
に
努
め
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

○
児
童
福
祉　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
新
設
の
松
原
保
育
園
を
支
援
し
、

保
育
所
の
定
員
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
増
加

す
る
発
達
支
援
保
育
へ
の
助
成
、
低
年
齢
児
保
育
や

開
所
時
間
の
延
長
、
一
時
保
育
な
ど
多
様
化
す
る
保

育
需
要
に
対
応
し
た
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や

民
間
保
育
園
の
支
援
強
化
に
努
め
ま
す
。

予
算
特
集

▲エコタウン推進事業
　藤島地域では、持続可能な環境にやさしい暮らし方や安心・
安全な循環型社会を目指して、エコタウンプロジェクトを進
めています。その拠点施設である楽 （々らら）では、地場産の
野菜販売や地産地消の料理教室が行われています。

各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの特特特特特特特特特特色色色色色色色色色色をををををををををを活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかししししししししししてててててててててて各地域の特色を活かして

▼歴史的建造物保存事業
　羽黒町松ヶ岡は明治維新後、庄内藩士たちが開墾した土地
です。ここには創建当初の形容をそのままとどめた蚕室が、
五棟現存しています。こうした歴史的な建造物を後世へと引
き継ぎます。

　旧町村の地域では、それぞれの地域の特色を 活 かした様々な事業
い

が行われています。ここではそれらの取り組みの一部を紹介します。

６
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て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
で
生
き
が
い
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り

○
生
涯
学
習　

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
生
涯
学
習
講

座
な
ど
の
学
習
機
会
や
、
女
性
の
学
習
活
動
の
支
援
、

学
習
情
報
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、「
ひ
と
づ
く
り
」、

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

○
図
書
館　

引
き
続
き
図
書
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
本
に
親
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
各
地
域
で
公
民
館

活
動
や
講
座
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興　

市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
体
力
、
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ

ー
ツ
や
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も

に
、
親
子
で
も
参
加
し
や
す
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業

等
を
実
施
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
合
併
を
記
念
し
て
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た

子
ど
も
運
動
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
小
真
木
原
陸
上

競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を
改
修
し
ま
す
。

　
　
　

む
す
び
に

　

以
上
、
平
成　

年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し

１８

た
。
今
後
と
も
住
民
福
祉
の
向
上
を
基
本
に
、
よ
り

効
率
的
で
適
切
な
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。
な
お
市

広
報
や
市
民
と
の
対
話
の
拡
充
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
で

の
市
民
参
加
の
促
進
な
ど
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
な
に
と
ぞ
温
か
い
ご
理
解
・
ご
指
導
・

ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
、
児
童
虐
待
等
の
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
家
庭
相
談
員
・
子
育
て
支
援
員
・
保
健
師

を
家
庭
児
童
相
談
室
に
配
置
し
、
相
談
機
能
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
へ
の
遊
び
場
の
提
供
、
育
児
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
つ
ど
い
の
広
場
を
充
実
し
ま
す
。

病
後
児
保
育
と
し
て
、
乳
幼
児
支
援
一
時
預
か
り
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

○
児
童
の
健
全
育
成　

各
地
区
の
児
童
館
の
適
切
な

運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
対
策
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
子

ど
も
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
す
。

７　

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
資
源
循
環
型
社
会

○
防
災
体
制
の
整
備　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
防

災
意
識
の
啓
発
を
図
る
ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
庫
、
防

火
水
槽
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
の
整
備
な
ど
、
消
防
力
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

○
救
急
業
務　

救
急
車
の
年
次
的
な
更
新
を
図
る
と

と
も
に
、
市
の
西
部
地
区
に
救
急
車
を
増
設
す
る
た

め
、
新
分
署
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
環
境
の
保
全　

鶴
岡
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に
向
け
て
市
民
と
事
業
者
、

そ
し
て
行
政
が
共
同
し
て
取
り
組
む
た
め
、
計
画
の

周
知
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
の
減
量
化
、
ご
み
の
再
資
源
化
の

た
め
の
集
団
資
源
回
収
や
分
別
収
集
の
徹
底
、
ご
み

の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
中
間
処
理

施
設
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
拠
点
に
、
一
層
の

ご
み
の
再
資
源
化
を
推
進
し
、
最
終
処
分
場
の
延
命

化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
質
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
分
析
調
査
を
実
施
し
、
市
民
の
方
々
が
安
心
し

予
算
特
集

▲羽越しな布振興事業
　温海地域の関川で伝承・生産されているしな織は、
「羽越しな布」として経済産業大臣から伝統的工芸
品として指定されています。今後、国の支援を受
けながらの産業振興が期待されています。

êイベント推進事業
　朝日地域では地域文化の振興、伝統文化の継承、
地場産業や観光の振興などを目的として、タキタロ
ウまつりや雪とぴあなど地域の資源をいかしたイ
ベントを行っています（写真は新そばまつり）。

▲フルーツの里産地拡大事業
　櫛引地域では、りんご、なし、さくらんぼなどの栽培が盛んです。果
樹などの農産物をただ生産するだけでなく、それらを様々な地域内交流
や都市との交流につなげ農業の総合産業化を図りたいと考えています。

８
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マリカ東館にある、「つどいの広場まん
まルーム｣。ここは子育てについての情
報提供や、子育てに関する講習会などが
行われ、子育て中のお父さん・お母さん
が気軽に集う場です。

今年度の主な事業
都市基盤の整備
　都市計画基本方針策定事業
　藤島ふれあいセンター外構等整備事業
　道路公共事業
　日本国公園緑地整備事業
　丸岡城跡史跡公園整備事業
　市営住宅建設事業
　公共下水道事業
　集落排水事業
　水道事業施設改良費・整備費
　高度情報通信基盤施設整備事業
　温海茶屋町土地区画整理事業
教育と研究の基盤整備
　櫛引南小学校改築事業
　鶴岡第二中学校改築事業
　学校教育支援員等の配置
　児童・生徒総合安全対策推進事業
　先端研究産業支援センター整備事業
　先端生命科学研究所等支援事業
文化の継承・発展
　野外能楽開催費
　歴史的建造物保存事業
　丸岡城跡発掘調査事業
　世界遺産育成推進事業
　鶴岡アートフォーラム管理運営事業
　藤沢周平記念館（仮称）整備事業
産業の育成・創出
　産地づくり推進事業
　良質米生産推進事業
　土づくり推進事業
　営農担い手支援事業
　つるおかの森地域振興計画策定事業
　小岩川漁港防波堤改良事業
　地域内企業の高度化・企業活性化支援事業
　新産業創出地域基盤事業
　観光推進事業（観光キャンペーン、まつりの振興等）
　月山八合目レストハウス整備事業
　金峰山頂公衆便所整備事業
　かたくり温泉大規模改修事業
健康と福祉のまちづくり
　ヘルスアップモデル事業
　乳幼児健康診査・健康教育事業
　妊婦健康診査・家庭子育て機能育成事業
　人間ドック・健康診査事業
　高齢者インフルエンザ予防接種助成事業
　病院機器整備費
　児童手当支給事業
　保育委託事業
　民間保育所への各種補助事業
　放課後児童対策事業・留守家庭児童保育事業
　子育て支援事業
　つどいの広場事業

防災体制の整備
　消防施設新営改良事業
　地域防災対策事業
　非常備消防維持管理事業
スポーツの振興
　鶴岡市子ども運動会開催事業
　小真木原陸上競技場整備事業
　総合型地域スポーツクラブ活動支援事業

474万6千円
２,340万円

8億7,063万2千円
4 ,800万円

2,734万5千円
9,772万9千円

21億2,939万6千円
9,889万9千円

7億3,203万4千円
5億1,220万9千円

1,700万円

7億3,927万1千円
9億 903万円
6,680万1千円

344万円
4億32万6千円

3億5,707万2千円

289万2千円
879万8千円
810万8千円

50万円
8,348万9千円
857万7千円

1億2,789万8千円
572万9千円
2,174万6千円
2,285万3千円
215万6千円
9,007万6千円
2,176万3千円
4,582万1千円

1億5,730万2千円
4,752万円
2,000万円

5,294万5千円

3,221万3千円
1,599万7千円
3,030万8千円

5億1,418万6千円
4,525万6千円
5,774万円

9億7,088万2千円
18億2,541万6千円
1億4,309万7千円
7,282万4千円
929万5千円
567万3千円

1億5,491万5千円
4,231万5千円

2億3,829万9千円

460万円
2,330万5千円
180万1千円
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平成１８年度 

予算の概要及び主な事業の概要 



      区                    分
増  減  額 増減率

      千円       千円       千円 　    ％

一 　     般　     会　      計    56,141,000 56,411,000 △ 270,000 △ 0.5

加 茂 財 産 区 管 理    特 別 会 計 1,140 1,450 △ 310 △ 21.4

交 通 災 害 共 済 事 業 特 別 会 計 48,886 34,269 14,617 42.7

特 国  民  健  康  保  険  特 別 会 計 12,013,446 12,061,198 △ 47,752 △ 0.4

介   護   保   険    特  別  会  計 10,095,061 9,501,728 593,333 6.2

休 日 夜 間 診 療 所    特 別 会 計 21,886 20,967 919 4.4

別 墓  園  事  業    特   別   会   計 4,961 6,744 △ 1,783 △ 26.4

老 人 保 健 医 療 特   別   会   計 13,307,943 13,361,354 △ 53,411 △ 0.4

集 落 排 水 事 業 特   別   会   計 1,115,525 1,343,751 △ 228,226 △ 17.0

会 駐   車   場   特    別    会    計 7,599 7,616 △ 17 △ 0.2

市 街 地 再 開 発 事 業 特 別 会 計 863,640 1,102,673 △ 239,033 △ 21.7

公 共 下 水 道 事 業 特  別  会  計 7,414,696 7,318,471 96,225 1.3

計 浄　化　槽　事  業   特  別  会  計 123,652 120,720 2,932 2.4

住 宅 用 地 造 成 事 業 特 別 会 計 10,000 10,200 △ 200 △ 2.0

産 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計 140 200 △ 60 △ 30.0

小              計 45,028,575 44,891,341 137,234 0.3

  病　　 院　　　事　　業　　会　　計 13,838,088 13,759,822 78,266 0.6

  水　 　道　　　事　　業　　会　　計 5,461,668 5,152,106 309,562 6.0

小              計 19,299,756 18,911,928 387,828 2.1

120,469,331 120,214,269 255,062 0.2

※平成１７年度当初予算額は、旧６市町村の平成１７年度当初予算の合計額です。

一般会計伸び率

　地財　Ｈ１８：△０．７

　市　　Ｈ１８：△０．５

合　　　　　　　　　計

企
業
会
計

比 　   較　    増 　   減

平成18年度  会計別予算総括表

平成 18 年度
予   算   額

平成 17 年度
当初予算額

 対  当  初  予  算



［　歳　　　　　　入　］

   区                  分 平成18年度 平成17年度

増減額 増減率 予　算　額 当初予算額

　　　　　　千円 　　　　　　千円  　　　　千円  　　　％ 　　　　％ 　　　　％

 1 市　                税 13,823,450 14,101,003 △ 277,553 △ 2.0 24.6 25.0

 2 地   方   譲   与   税 1,702,920 1,245,143 457,777 36.8 3.0 2.2

 3 利  子  割  交　付　金 42,953 58,840 △ 15,887 △ 27.0 0.1 0.1

 4 配　当　割　交　付　金 14,074 6,311 7,763 123.0 0.0 0.0

 5 株式等譲渡所得割交付金 4,228 1,191 3,037 255.0 0.0 0.0

 6 地 方 消 費 税 交 付金 1,383,360 1,441,000 △ 57,640 △ 4.0 2.5 2.6

 7 ゴルフ場 利用税 交付金 14,559 14,706 △ 147 △ 1.0 0.0 0.0

 8 自 動 車 取得税 交付金 305,463 314,910 △ 9,447 △ 3.0 0.5 0.6

 9 地 方  特 例  交 付 金 400,000 402,119 △ 2,119 △ 0.5 0.7 0.7

10 児童手当 特 例 交 付 金 187,405 187,405 皆増 0.3 0.0

11 地   方   交   付   税 20,246,874 19,659,394 587,480 3.0 36.1 34.8

12 交通安全対策特別交付金 30,000 29,600 400 1.4 0.1 0.0

13 分 担 金 及び 負 担 金 885,623 871,647 13,976 1.6 1.6 1.5

14 使 用 料 及び 手 数 料 816,959 766,934 50,025 6.5 1.5 1.4

15 国   庫   支 　出   金 4,105,413 3,760,115 345,298 9.2 7.3 6.7

16 県　  支     出     金 2,689,697 2,735,913 △ 46,216 △ 1.7 4.8 4.8

17 財　　産　　 収　 　入 153,776 152,168 1,608 1.1 0.3 0.3

18 寄  　　　附　 　 　金 36,071 44,140 △ 8,069 △ 18.3 0.1 0.1

19 繰 　 　　入　 　 　金 2,199,976 3,819,782 △ 1,619,806 △ 42.4 3.9 6.8

20 繰　  　　越 　　 　金 200,000 335,000 △ 135,000 △ 40.3 0.4 0.6

21 諸 　 　　収 　　 　入 1,596,199 1,900,483 △ 304,284 △ 16.0 2.8 3.4

22 市　　 　　　　　 　債 5,302,000 4,750,600 551,400 11.6 9.4 8.4

   特別地方消費税交 付 金 1 △ 1 皆減 0.0 0.0

　　 合　　         計 56,141,000 56,411,000 △ 270,000 △ 0.5 100.0 100.0
　※平成１７年度当初予算額は、旧６市町村の平成１７年度当初予算の合計額です。

自主財源比率 35.2 ％

平成１８年度  一  般  会  計  予  算  総  括  表

比  較  増  減
対 当 初 予 算

構　成　比　率
平成１８年度
予 算 額

平成１７年度
当 初 予 算 額



［　歳　　　　　　出　］

   区                  分 平成18年度 平成17年度

増減額 増減率 予　算　額 当初予算額

　　　　　　千円 　　　　　　千円  　　　　千円  　　　％ 　　　　％ 　　　　％

 1 議        会        費 429,736 761,894 △ 332,158 △ 43.6 0.8 1.4

 2 総        務        費 7,787,437 8,234,837 △ 447,400 △ 5.4 13.9 14.6

 3 民        生        費 12,220,024 12,371,132 △ 151,108 △ 1.2 21.8 21.9

 4 衛        生        費 6,402,296 6,216,845 185,451 3.0 11.4 11.0

 5 労        働        費 85,195 144,347 △ 59,152 △ 41.0 0.2 0.3

 6 農  林  水  産  業  費 3,269,155 3,570,822 △ 301,667 △ 8.4 5.8 6.3

 7 商        工        費 1,600,925 1,641,486 △ 40,561 △ 2.5 2.8 2.9

 8 土        木        費 6,405,030 6,449,595 △ 44,565 △ 0.7 11.4 11.4

 9 消        防        費 2,250,585 2,330,741 △ 80,156 △ 3.4 4.0 4.1

10 教        育        費 7,428,892 6,281,772 1,147,120 18.3 13.2 11.1

11 災   害   復   旧　 費 20,718 34,191 △ 13,473 △ 39.4 0.0 0.1

12 公        債        費 8,226,007 8,324,893 △ 98,886 △ 1.2 14.7 14.8

13 予        備        費 15,000 44,000 △ 29,000 △ 65.9 0.0 0.1

　 諸　 　支　 　出 　　金 4,445 △ 4,445 皆減 0.0 0.0

     合            計 56,141,000 56,411,000 △ 270,000 △ 0.5 100.0 100.0
　※平成１７年度当初予算額は、旧６市町村の平成１７年度当初予算の合計額です。

平成１８年度  一  般  会  計  予  算  総  括  表　

比  較  増  減

対 当 初 予 算

構　成　比　率
平成１８年度
予 算 額

平成１７年度
当 初 予 算 額



平成１８年度　一般会計予算  性質別経費内訳表

伸率
   区          分    当   初   予   算   当   初   予   算 対当初

構成比 構成比 予算

千円      % 千円      %      %

11,489,516 20.4 11,972,090 21.2 △ 4.0

 消

7,160,646 12.8 7,470,581 13.2 △ 4.1

 費

2,961,946 5.3 3,156,416 5.6 △ 6.2

 的

844,565 1.5 902,245 1.6 △ 6.4

 経

7,413,617 13.2 6,650,433 11.8 11.5

 費

7,339,707 13.1 7,523,564 13.3 △ 2.4

34,248,051 61.0 34,518,913 61.1 △ 0.8

 普

 通 2,421,669 4.3 1,692,452 3.0 43.1

 投  建
 資  設 3,124,050 5.6 3,223,965 5.7 △ 3.1

 的  事
 経  業 5,545,719 9.9 4,916,417 8.7 12.8

 費

20,718 0.0 34,191 0.1 △ 39.4

5,566,437 9.9 4,950,608 8.8 12.4

8,225,978 14.7 8,324,862 14.8 △ 1.2

       積 立 金 、 貸 付 金

       投 資 及 び 出 資 金 1,295,868 2.3 1,624,668 2.9 △ 20.2

6,789,666 12.1 6,947,949 12.3 △ 2.3

15,000 0.0 44,000 0.1 △ 65.9

56,141,000 100.0 56,411,000 100.0 △ 0.5

      義　務　的　経  費

    (人件費、扶助費、公債費） 27,129,111 48.3 26,947,385 47.8 0.7

    合         計

    公　　債　　費

      繰　　出　　金　

      予　　備　　費　

 単 独 事 業

    災 害 復 旧 事 業　　

 計

 計

 計

平 成 17 年 度 予 算平 成 18 年 度 予 算

人  件  費

物  件  費

  委  託  料

維 持 補 修 費

扶  助  費

  補  助  費  等　

 補 助 事 業



国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

単位：千円

交通安全施設整備事業 1,500 1,500

街路灯新設事業 174 174

産地づくり推進事業 4,992 4,279 713

ふるさと水と土保全事業 2,000 2,000

林道維持管理事業 1,000 1,000

間伐実施推進事業 1,006 1,000 6

温海温泉林業総合センター大規模修繕事業 4,763 4,763

市有林整備事業 1,965 1,244 721

林道八方峰線開設事業 9,006 8,900 106
漁港補償事業
（早田漁港仮船揚場撤去補償工事） 17,623 17,622 1
水産基盤整備事業
（小岩川漁港防波堤改良工事） 90,076 45,000 45,000 76
道路新設改良事業
（単独） 8,822 8,000 822
橋梁新設改良事業
（一の滝3号橋架け替え工事） 26,000 24,700 1,300
道路公共事業(臨交金）
くらしのみちゾーン整備工事 84,000 46,200 37,800
道路公共事業（過疎）
大磯宮田線・暮坪１号線 140,422 140,300 122

温海茶屋町土地区画整理事業 17,000 17,000

消防施設新設改良事業 45,064 4,500 40,400 164
地域防災対策事業
（自然災害防止工事） 10,000 10,000
通学対策事業
（スクールバス購入事業） 6,354 3,040 3,200 114
温海ふれあいセンター管理費
（ホール電動照明吊ワイヤー修繕工事） 2,335 2,335
あつみ温泉一本木スキー場管理事業
（リフト改修工事） 1,418 1,418

475,520 94,240 10,023 318,300 37,622 15,335

温海

温海

温海

温　海　庁　舎　　計

温海

温海

温海

温海

温海

平成18年度  投 資 的 経 費

庁舎名        事    業    名       事 業 費
財　　源　　内　 　訳

【一般会計】

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海

温海



6/29

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

【公共下水道事業特別会計】 単位：千円

鶴岡分区公共下水道事業 844,000 172,000 628,300 43,700

浄化センター建設事業 309,000 167,400 127,400 14,200

大山分区公共下水道事業 206,800 40,900 154,800 11,100
藤島特定環境保全
（公共下水道事業(藤島東部）） 599,861 256,000 313,800 24,620 5,441
最上川下流流域下水道事業
（建設負担金） 25,922 25,800 122
管渠等維持管理
（新規加入取付管埋設工事） 700 299 401
公共下水道事業

143,113 49,600 80,700 12,813

2,129,396 429,900 256,000 1,330,800 106,732 5,964

【集落排水事業特別会計】 単位：千円

農集一般管理（汚水枡設置） 500 500

漁集一般管理（汚水枡設置） 500 500
藤島農業集落排水
（機能強化対策事業） 30,400 15,150 13,600 1,650

羽黒南部地区農業集落排水事業 15,999 13,800 594 1,605

東山地区農業集落排水事業 50,000 47,500 243 2,257
一般管理業務
（新規加入取付管埋設工事） 1,500 598 902

98,899 15,150 74,900 2,435 6,414

【浄化槽特別会計】 単位：千円

浄化槽整備事業 27,809 20,200 3,400 4,209

浄化槽整備事業 46,023 15,135 25,800 4,616 472

73,832 15,135 46,000 8,016 4,681

【病院事業会計】 単位：千円
荘内病院
(機器整備費) 57,300 1 1 51,300 5,998
湯田川病院
(施設整備費) 5,940 5,900 40
湯田川病院
(機器整備費) 440 400 40

63,680 1 1 57,600 6,078

朝日

平成18年度  投 資 的 経 費

藤島

櫛引

鶴岡

鶴岡

鶴岡

藤島

温海

羽黒

鶴岡

合 計

温海

合 計

鶴岡

鶴岡

櫛引

合 計

鶴岡

鶴岡

藤島

羽黒

財　　源　　内　 　訳

合 計

庁舎名        事    業    名       事 業 費
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国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

平成18年度  投 資 的 経 費
財　　源　　内　 　訳

庁舎名        事    業    名       事 業 費

【水道事業会計】 単位：千円

施設改良費 330,919 50,000 280,919

固定資産取得費 336 336

施設改良費 8,900 6,000 2,900

施設改良費 3,364 1,038 2,000 326

施設改良費 311,991 68,717 205,300 37,974

施設整備費 76,860 72,000 4,860

732,370 69,755 335,300 327,315

温海

合 計

鶴岡

鶴岡

羽黒

朝日

温海
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

 【 １款    議  会  費 】 429,736 429,706

議員活動に要する経費 335,344 335,344 ・議員報酬                                   204,000
・期末手当・共済費                           100,580
・旅費                                        17,084
・政務調査費　 13,680

議会運営費 18,424 18,394 ・議会だより発行等印刷製本費 5,515
・会議録作成委託                               2,448
・議長交際費                                   1,500

 【 ２款    総  務  費 】 7,787,437 6,240,882

市長交際費等経費 11,886 11,886 ・交際費                                       5,500
・県市長会負担金等                            4,611

庁舎管理業務 263,049 258,485 ・清掃、機械保守等委託料                      101,552
・光熱水費                                    68,268
・庁内電話管理業務                            23,026
・庁舎修繕料                                   14,995

文書収発業務 28,960 28,888 後納郵便料金等

鶴岡市制施行記念式典事業 2,497 2,497 新市施行１周年記念式典開催経費

市の木、市の花、市民歌等制定 856 856 （新）制定委員謝金 477
事業

臨時職員等任用経費 205,602 201,644

一般購買事務 34,857 34,757 ・一般庁用消耗品等 26,633

合併調整事業 18,435 0 ・地域審議会委員報酬 2,544
・行政顧問報酬 8,100

庁内文書管理事業 14,334 14,334 例規集データベースシステム使用料               5,339

市史編さん事業 3,361 2,686 市史編さん委託料                               980

広報広聴事業 55,432 55,326 広報発行経費                                43,391

各種基金積立金 160,000 0 ・財政調整基金積立 5,072
・減債基金積立 3,458
・まちづくり基金積立 150,000

市有財産管理事業 36,327 15,759 ・市有建物火災保険等保険料                     12,652
・市有地測量等委託料                         6,874
・公共下水道等受益者負担金                     655

市有自動車管理事業 26,580 24,776 燃料費、修繕料、保険料、高速道路使用料、自動車
重量税等

市有財産改良事業 21,372 21,372

市有財産購入事業 23,762 0 消防事務組合消防署湯野浜分署移転土地購入費 22,762

市有自動車購入事業 4,000 3,000

在庫物品購入事業 5,800 5,800

国内都市提携事業 9,618 9,618 ・江戸川区民まつり参加事業                     2,237
・国内姉妹都市等交流活動促進事業               3,645
・ふるさと会支援事業 3,736

企画一般管理運営事業 50,068 48,802 ・庄内広域行政組合負担金            4,609
・庄内開発協議会負担金                        5,293
・庄内空港緩衝緑地建設協力費                  18,060
・庄内空港利用振興協議会負担金                 5,983

鶴岡総合研究所運営事業 3,782 3,282 鶴岡致道大学開催経費                       　　 2,478

森林地域振興調査事業 3,662 3,662 （新）森林地域の振興推進

主　　な　　内　　容項　　　目
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

鶴岡市総合計画策定事業 3,970 0 （新）新市の行政運営の指針となる総合計画を策定するもの

農業・農村の課題と展望調査 2,586 0 （新）本市の地域経済の基幹である農業・農村を多様な観点
事業       から把握する

ケーブルテレビ運営費 42,089 5,061 ・伝送路等保守、電算処理委託料 3,726
・番組、情報、電柱等賃借料 3,645
・番組制作業務委託（職員派遣） 18,440

先端生命科学研究所等支援事業 357,072 357,072 ・先端生命科学研究所研究教育費補助金 315,000
・東北公益文科大学運営補助金 15,391
・東北公益文科大学研究教育基金出資金 25,297

致道ライブラリー運営事業 12,123 12,123 ・ビルメンテナンス等業務委託料                 1,294
・市民講座開催経費                             524
・公開端末導入経費 611
・鶴岡タウンキャンパス共同支出負担金           4,344

高度情報通信基盤整備事業 512,209 89,333 ・通信事業者関連整備費 121,717
・加入者関連整備費 104,685
・伝送路（光ファイバ）工事費 139,124
・光通信事業管理運営費 35,310

市民学習活動推進事業 3,690 2,790  地域創発型社会の実現に向けた市民への多様な
 学習機会の提供

地域情報化推進事業 86,066 83,266 ・ネットワークコミュニティセンター管理運営等
  委託料                                      14,988
・地域情報化推進事業補助金                     760
・マリカ東館共益費                            24,368
・マリカ東館賃借料                           42,847

新産業創出地域基盤事業 45,821 3,174 ・先端研究産業支援センター関連経費 42,698
・バイオ関連事業推進関連経費 3,123

先端研究産業支援センター整備 400,326 2,626 ・工事監理業務委託料            1,802
事業 ・本体工事費                             390,943

職員課一般管理経費 41,981 32,956 職員表彰、被服貸与、衛生管理、職員厚生、職員旅費

職員研修事業 10,057 9,374 職員研修旅費                             2,863

研修会館管理運営 4,009 4,009 管理運営等委託料                               2,692

電算処理等による事務改善事業 312,668 253,076 ・電算機器等賃借料                           233,961
・要員派遣委託料                              29,542

電子自治体推進事業 28,213 0 ・山形県電子申請推進協議会負担金 28,213

各種指定統計調査 8,380 137 ・学校基本調査　　　　　　 　　　　　          52
・工業統計調査  1,100
・事業所、企業統計調査 7,180
・商業統計調査（準備調査） 48

交通安全教育推進事業 13,687 12,368 交通安全指導専門員賃金 11,758

登校時安全確保事業 13,295 13,295 交通指導員報酬等  

交通安全施設整備事業 32,809 32,809 交通安全施設整備費  
・道路反射鏡新設・更新 7,651
・防護柵 12,550
・区画線 12,588

自治組織等運営活動対策事業 125,596 122,559 ・駐在員報酬（鶴岡・朝日・温海）               22,205
・町内会長報酬（藤島）                         13,019
・区長報酬（羽黒・櫛引） 17,935
・町内会運営補助金（鶴岡） 18,478
・街灯料補助金（鶴岡） 28,020
・集落自治振興交付金（櫛引） 3,090
・行政運営交付金（朝日） 4,089
・自治会総合交付金（温海） 13,694

市民憲章制定及び推進事業 1,653 1,653 新市民憲章の制定に係る経費及び鶴岡市市民憲章推進
協議会運営費補助金
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

コミュニティ活動推進事業 17,579 179 ・一般コミュニティ助成事業補助金 17,400

コミュニティセンター管理 195,441 189,638 ・施設維持管理費                            62,943
運営事業 ・施設備品整備費                         237

・行政連絡業務委託料                         45,987
・コミュニティセンター管理運営業務委託料       86,274

東京事務所管理運営事業 13,514 13,514 交流推進員（嘱託２名）設置費                   5,187

東京事務所各種活動事業 7,263 7,263 人材ネットワーク網を広め観光と物産のＰＲと友好
交流を通した基盤の整備

草の根の国際交流基盤づくり 68,692 73,768 ・出羽庄内国際村管理運営委託料                 7,450
事業 ・出羽庄内国際村管理用光熱水費                8,000

・出羽庄内国際交流財団管理運営等補助金 18,830
・医療、司法通訳者養成講座事業補助金 403

国際姉妹・友好都市交流事業 2,779 2,779 ・ニューブランズウィック市訪問団受入事業       869
・ラフォア市訪問団受入事業           1,910

過年度市税等還付金 38,000 38,000

賦課事務 81,917 81,892 ・市民税賦課事務                              37,405
・固定資産税賦課事務                           31,037
・諸税等賦課事務                              7,943
・一般賦課事務                               5,532

収納業務 32,118 29,290 ・徴収管理業務                           23,423
・口座振替事務                                 8,291
・納税意識啓発事業                             404

租税教育推進事業 555 555 租税教育推進協議会運営及び事業費補助等

戸籍住民基本台帳事務 56,511 7,173 戸籍、住民基本台帳及び諸証明、戸籍システム等の
事務費

住民基本台帳ネットワーク 18,128 14,777 ・システム保守委託料                         5,248
システム事業 ・機器賃借料                             11,792

山形県議会議員選挙費 19,711
執行経費

 【 ３款    民  生  費 】 12,220,024 6,517,220

市社会福祉協議会運営費等補助 114,441 114,437 ・社会福祉協議会運営費補助金 104,776
事業 ・高齢者等ミニデイサービス事業費補助金 2,983

・高齢者生きがい対策事業費補助金（羽黒） 1,620

民生児童委員設置活動事業 28,871 7,999 ・民生児童委員活動謝金等 23,759
・民生児童委員協議会活動費補助金 2,193

特別障害者手当等運営事業 76,925 19,611

国民健康保険事業 783,779 352,421 ・事業勘定 774,626
・診療施設勘定 9,153

重度心身障害（児）者社会参加 31,403 31,403 ・タクシー券助成 22,908
促進事業 ・ガソリン券助成 6,155

身体障害者施設支援事業 264,227 104,634 施設利用者支援費 264,156

小規模作業所助成事業 19,026 11,384 小規模作業所運営費補助金 18,926

知的障害者施設支援事業 703,463 278,689 ・施設入所者支援費 668,074
・相互利用措置費 33,738

老人クラブ活動助成事業 11,857 4,971 ・老人クラブ連合会補助金 3,346
・単位老人クラブ活動事業補助金 8,507

シルバー人材センター運営助成 20,044 17,844  シルバー人材センターへの補助金
事業

高齢者長寿祝賀事業 46,058 46,058 ・敬老事業等補助金 16,970
・敬老会開催費 16,309

平成19年4月29日任期満了に伴う県議会議員選挙の
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・寿賀祝品贈呈費 12,296

特別養護老人ホーム温寿荘整備 26,276 26,276 整備資金償還に対する補助
事業費補助金

紙おむつ支給事業 54,684 54,684

養護老人ホーム運営事業 12,060 12,059 友江荘運営委託料

高齢者福祉施設運営事業 33,387 0 特別養護老人ホーム委託料

鶴岡市老人福祉センター運営費 10,731 10,731
助成事業

高齢者生活福祉センター運営 16,875 16,865 実地地区：櫛引、朝日、温海
事業 管理運営委託料

老人福祉施設入所措置事業 304,471 257,772 養護老人ホーム入所措置費 304,009

高齢者社会参加促進事業 7,485 7,485 実施地区：藤島
高齢者福祉タクシー事業、生きがいデイサービス事業

池幸園及び健楽園建設事業費補 10,237 10,237 建設資金償還に対する補助
助金

特別養護老人ホーム永寿荘建設 78,326 78,326 建設資金償還に対する補助
事業費補助金

地域福祉センターなえづ建設事 37,548 37,548 建設資金償還に対する補助
業費補助金

軽費老人ホームケアハウス鶴が 13,658 13,658 建設資金償還に対する補助
丘建設事業費補助金

特別養護老人ホームかたくり荘 17,915 17,915 建設資金償還に対する補助
建設事業費補助金

とようら老人デイサービスセン 13,309 13,309 建設資金償還に対する補助
ター建設事業費補助金

老人デイサービスセンターふれ 28,216 28,216 建設資金償還に対する補助
あい建設事業費補助金

介護保険事業 1,362,183 1,362,183 介護保険特別会計繰出金

介護保険低所得者利用者負担対 31,158 13,894 低所得者利用負担対策事業費補助金 30,905
策事業

特別養護老人ホームふじの花荘 30,000 30,000 整備資金償還に対する補助
増床整備事業費補助金

特別養護老人ホームふじの花荘 33,945 33,945 建設資金償還に対する補助
建設事業費補助金

地域介護・福祉空間整備事業 31,000 0 事業補助金

精神障害者小規模作業所運営費 26,680 15,864 小規模作業所運営費補助金
補助事業

精神障害者小規模通所授産施設 21,000 5,250 小規模通所授産施設運営費補助金
運営費補助事業

障害児・者居宅介護支援事業 85,782 21,447 ・障害児居宅介護支援 4,150
・知的障害者居宅介護支援 6,712
・身体障害者居宅介護支援 70,435
・精神障害者居宅介護支援 4,485

障害児・者デイサービス事業 138,540 34,636 ・身体障害者デイサービス 43,279
・知的障害者デイサービス 61,849
・障害児デイサービス 33,412

障害児・者短期入所支援事業 15,971 3,994 ・身体障害者短期入所支援 4,939
・知的障害者短期入所支援 9,252
・障害児短期入所支援 1,780

障害者地域生活援助事業 47,993 11,999 ・知的障害者地域生活支援 25,529
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・精神障害者地域生活支援 22,464

自立支援医療事業 12,150 3,075 更生医療給付費 12,100

補装具給付事業 27,577 7,003 補装具給付費 27,469

障害者生活支援事業 13,349 13,349 ゆうあいプラザかたぐるま運営委託料

コミュニケーション支援事業 15,959 3,898 ・自動車運転免許取得・改造助成 500
・重度身体障害者介護用車輌改造費等助成 1,600
・小児慢性特定疾患児日常生活用具給付 52
・難病患者等日常生活用具給付 583
・重度身体障害者日常生活用具給付 6,101
・知的障害者日常生活用具給付 69
・重度身体障害児日常生活用具給付 1,143
・手話通訳設置事業 3,638

つどいの広場事業 5,673 3,473 管理運営委託料

留守家庭児童保育事業 12,484 12,484 ・留守家庭児童保育事業費補助金 12,244
・施設修繕料 240

放課後児童対策事業 60,340 24,377 ・学童保育所への委託料 32,050
・施設工事費 798
・学童保育所運営費（直営） 27,492

保育委託事業 1,825,416 514,442 民間保育所等運営委託料

民間保育所への各種補助事業 143,097 106,651 ・延長保育促進事業費補助金 46,458
・民間立保育所運営費補助金 36,231
・発達支援保育事業補助金 18,522
・通園費補助金 15,693
・地域子育て支援センター事業費補助金 13,012
・乳児保育促進事業費補助金 4,480
・保育所地域活動事業費補助金 3,687

通園バス運営費 27,090 21,906 実施地区：藤島、櫛引、朝日
・通園バス運行委託 16,781
・運転手賃金 4,274

市立保育園管理運営事業 434,581 313,424 ・臨時保育士等賃金 281,881
・給食賄材料費 72,068
・光熱水費 25,919
・保育用消耗品費 16,697

地域子育て支援センター事業 7,808 0 ・相談員賃金 2,603
・臨時指導員賃金 2,518

中央児童館管理運営事業 20,719 19,319 管理運営委託料 20,519

大山児童館管理運営事業 13,870 11,539 管理運営委託料 13,770

温海・福栄児童館管理運営事業 12,487 10,102

東部児童館運営業務委託事業 14,172 6,426

道形保育園大規模修繕補助事業 15,603 9,904 大規模修繕補助金

児童館（櫛引）運営事業 33,396 1,706 ・臨時保育士賃金 15,970
・給食実施業務委託 9,528
・屋根、遊具等修繕 755

子育て支援事業 9,295 4,582 ・家庭児童相談室事業 2,313
・出前保育事業 2,490
・産褥期訪問事業 2,176
・転入者のための子育て案内講座 113
・鶴岡未来子育て支援検討推進事業 1,176
・地域子育てパワーアップ事業 824
・育児支援訪問事業 203

児童手当支給事業 970,882 286,192 児童手当
・被用者 143,700
・非被用者 49,620
・特例給付 15,000
・被用者小学校第６学年修了前特例給付 574,740
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・非被用者小学校第６学年修了前特例給付 186,180

児童扶養手当支給事業 437,833 292,089 ・児童扶養手当 437,233

各種扶助費 1,337,522 321,486

 【 ４款    衛  生  費 】 6,402,296 5,775,577

保健衛生一般管理費 15,314 15,314 ・救急医療施設等運営委託料 3,452
・臨時栄養士賃金 1,990
・休日当番医師、看護師謝礼 3,482
・鶴岡地区医師会補助金 1,023

乳幼児健康診査・健康教育事業 15,997 14,821 ４ヶ月児、７ヶ月児、１歳６ヶ月児、３歳児健康診査、
１歳児健康教室、２歳児親子歯科教室、育児相談など

妊婦健康診査・家庭子育て機能 30,308 29,213 妊婦健康診査、妊婦・乳児訪問指導、パパママ教室など
育成事業

予防接種事業 77,877 77,877 三種混合、二種混合、ポリオ、麻しん、風しん、日本
脳炎

高齢者インフルエンザ予防接種 45,256 45,256 インフルエンザ予防接種委託料 42,371
助成事業

健康診査事業 254,741 169,971 ・基本健診等委託料 245,797
・健診通知及び結果通知書郵送料 5,491

総合健康診査事業(人間ドック) 259,445 195,845 健康診査委託料 258,395

湯野浜公衆浴場管理運営事業 14,106 1,545 ・公衆浴場運営業務等委託料 9,979
・温泉使用料 2,700

環境保全対策事業 11,698 10,270 ・鱒淵最終処分場環境保全対策事業 7,400
・環境保全推進員報酬 1,191
・公害対策測定分析委託料 1,492

浄化槽事業特別会計繰出金 39,119 39,020

重度心身障害（児）者医療給付 420,618 211,158 医療給付費 410,995
事業

乳幼児医療給付事業 221,734 111,705 医療給付費 208,989

母子家庭等医療給付事業 53,180 26,734 医療給付費 50,696

老人保健医療特別会計繰出金 1,059,008 1,059,008

斎場管理運営事業 45,008 31,882 ・鶴岡斎場管理運営経費 37,412
・藤島斎場管理運営経費 4,096
・山北町火葬場負担金 3,500

衛生処理組合分担金 1,114,832 1,114,832

公衆便所維持管理事業 15,712 15,712 ・公衆便所清掃等委託料 13,655
・光熱水費 1,372

塵芥収集事業 177,469 177,301 ・一般廃棄物収集業務委託料 163,006
・ごみ収集車燃料費 5,934

ごみ減量・リサイクル推進事業 66,582 66,582 ・廃棄物減量等推進員報酬 4,764
・集団資源回収運動報奨金 51,786
・生ごみ処理機器購入補助金 1,880

水道事業会計負担金、補助金 265,319 182,766 ・鶴岡水道事業分 53,630
・羽黒水道事業分 61,629
・櫛引水道事業分 1,477
・朝日水道事業分 82,553
・温海水道事業分 66,030

病院事業会計負担金、補助金及 1,356,549 1,353,609 ・荘内病院分 1,316,570
び出資金 ・湯田川温泉リハビリテーション病院分 39,979
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

 【 ５款    労  働  費 】 85,195 20,038

労働福祉対策事業 79,764 14,607 ・勤労者生活安定資金原資貸付金               50,000
・労働者信用基金協会貸付金 10,000
・勤労者会館管理委託料      　　           9,462
・県労働者信用基金協会保証料補給金 　　        3,220

 【 ６款    農林水産業費 】 3,269,155 2,268,482

農業委員会管理運営事業 33,050 16,128 農業委員報酬、一般管理経費等

営農担い手支援事業 22,853 13,319 ・農地流動化支援事業補助金         4,654
・認定農業者等農作業受託促進支援事業補助金     1,444
・農業経営基盤強化資金利子助成金             12,865
・認定農業者研修補助・助成金      1,200

庄内広域行政組合分賦金 55,816 55,816 ・青果市場分賦金                         17,912
・庄内食肉流通事務所分賦金             37,904

地域営農推進事業 5,610 5,150 ・総括地域営農推進員等賃金                 　　 1,947
・地域農業振興基本計画策定基礎調査委託料　　　 500
・地域営農推進事業補助金          　  　 1,100
・高生産システム調査研究事業負担金       　  　 500

土づくり推進事業 21,746 8,796 ・堆肥製造施設運営事業費                 　　　 13,909
・土づくり推進事業費補助金                 　　 4,432
・エコエリアやまがた良質堆肥生産供給施設機械   1,150
　整備事業補助金

水田農業構造改革対策事業 73,951 59,422 ・生産調整推進対策事業補助金     　　　 23,000
・臨時職員賃金                 　　　 8,631
・地域営農実践協議会補助金          　　　 7,854
・有機・特別栽培米支援事業費補助金             4,500
・産地づくり推進対策事業補助金              　　 6,900
・産地づくり対策支援事業補助金              　　 4,700
・園芸作物産地化推進支援事業費補助金           5,318

産地づくり推進事業 127,898 17,108 ・園芸産地拡大強化支援事業費補助金             106,703
・園芸振興支援対策事業費補助金              　　 5,326
・産地競争力強化総合対策事業補助金             3,250
・小規模畑地化整備支援事業補助金              　 6,841
・園芸施設等整備事業補助金              　　　 3,158
・フルーツの里産地拡大事業補助金              　 900

園芸特産物生産推進事業 10,569 9,860 ・農業用廃プラスチック適正処理事業費補助金     3,305
・野菜等銘柄産地育成価格安定対策事業補助負担金 3,270
・残留性農薬分析支援補助金              　　　 2,112

中山間地域等直接支払交付金事 259,551 65,616 ・直接支払交付金                     257,220
業

高速道路関連環境整備事業 36,023 17,523 ・集落環境整備に係る補助金             　　　 36,000
　（矢馳、清水新田）

グリーン・ツーリズム推進事業 15,793 13,056 ・ほのかたらのきだい管理運営費  10,975

放牧場運営対策事業 28,203 28,203 ・月山畜産振興公社出資金・会費・負担金 16,140
・庄内広域育成牧場運営協議会負担金 4,975

農道等補修整備事業 12,079 11,377 補修用砂利現物交付等

県営ため池等整備事業 22,575 2,275 県事業負担金

山地排水路等整備事業 20,499 20,499 山地排水路等の整備事業に対する補助金

国営造成施設管理体制整備促進 15,377 3,881 土地改良施設の管理経費に対する支援
支援事業

羽黒南部地区県営農村振興 16,302 2 事業負担金
総合整備事業

稲生地区県営かんがい排水事業 12,802 2,602 農業水利施設更新整備事業負担金
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

市農道管理事業 61,878 61,878 市農道管理業務委託料等

水田畑地化基盤強化対策事業 40,582 19,543 ・土地改良事業負担金 37,400
・水田畑地化直営事業費 3,120

ふるさと農道緊急整備事業 37,400 3,800 ・工事請負費 34,610

水芭蕉の丘地区県営広域営農 27,757 57 事業負担金
団地農道整備事業

あさひ南部地区むらづくり 16,861 2,132 集落排水施設整備事業等
交付金事業

農村整備事業費 98,395 17,332 農村整備事業費
・あつみ鶴岡南地区中山間地域総合整備事業 23,625
・高速道路関連特別用地対策関連土地改良事業 11,700
・大山下池水質改善事業 1,500
・能の里黒川地区中山間地域総合整備事業 7,259
・農村総合整備事業 31,500
・農地・水・農村環境保全向上活動支援実験事業 800
・ふじの里東部地区中山間地域総合整備事業 11,936
・たらのき代地区県営農地環境整備事業 9,137
・活性化広場管理費 938

地籍調査費 24,653 11,003 ・地籍調査業務等委託料 17,953
・地籍調査作業等協力謝金 3,195

集落排水事業特別会計繰出金 718,169 718,169 農業集落排水事業

林道維持管理事業 15,772 15,372 既設林道敷砂利経費、補修工事費、小規模作業道開設
補助金等

林業振興対策事業 18,805 1,105 ・森林整備対策資金貸付金           　　　　 　 16,000
・地域産杉利用住宅建築奨励補助金           　　 2,000

間伐実施推進事業 12,641 6,241 間伐実施推進事業補助金 12,641

森林整備地域活動支援事業 53,282 13,321 森林整備地域活動支援交付金

森林病害虫等防除事業 25,456 9,746 保全松林健全化整備事業等委託料         　　　　 25,094

先駆的施設整備事業 33,000 0 地域材利用による施設整備（大淀川交流センター）
・実施設計等委託料 2,309
・建設工事費 30,691

林業総合センター管理費 10,756 10,170 施設管理等経費

市有林整備事業 18,131 13,064 ・森林整備事業等委託料 14,032
・森林国営保険料 2,041

林道開設事業費 63,436 8,818 林道開設・整備に係る経費
・林道三瀬矢引線開設事業 30,735
・林道八方線開設事業 9,006
・花戸線舗装整備 15,000
・本郷松沢線開設経費 7,195
・下猿花線改良工事 1,500

沈下コンテナ回収事業 53,874 53,874 沈下コンテナ回収に係る負担金

漁港補償事業 17,623 1 早田漁港仮船揚場撤去補償工事 17,623

遊漁対策振興事業 14,246 4,255 ・遊漁センター業務等委託料  　　               11,708

水産基盤整備事業 90,076 76 小岩川漁港防波堤嵩上工事に係る経費

集落排水事業特別会計繰出金 28,505 28,505 漁業集落排水事業

 【 ７款    商  工  費 】 1,600,925 867,923

金融対策事業 497,177 95,565 ・県信用保証協会貸付金                   99,900
・商工組合中央金庫貸付金                      40,000
・県信用保証協会出捐金                    5,290
・中小企業長期安定資金Ⅱ貸付金                 244,300
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・中小企業活性化推進支援資金貸付金             16,300
・県信用保証協会保証料補給金                  87,793

商業一般振興事業 44,995 44,964 ・各地域商工会に対する補助金          31,042
・中小企業相談所補助金  6,000

商店街振興対策事業 10,699 10,099 ・ＴＭＯ事業補助金                          10,399
・商店街活性化事業補助金                       300

工業団地管理運営事業 34,759 1,499 ・中央工業団地内財産整備基金積立金          32,136
・鉄工団地管理委託料                          939

地域内企業の内発的高度化・ 21,763 21,763 ・中小企業活性化ステップアップ事業補助金    4,000
企業活性化支援事業 ・地域内企業のＩＴ化支援補助金                1,600

・デザイン振興育成事業補助金                   1,170
・新規創業支援強化事業補助金                   5,629
・地域資源活用研究開発事業補助金　　　　　　　 3,000
・鶴岡高専技術振興会負担金　　　 　 3,850
・需要開拓事業補助金　　　 　 2,064

産業人材育成支援事業 16,815 16,815 ・人材育成各種講座等委託料 2,835
・地域職業訓練センター管理運営費 8,384

鶴岡市コミュニティプラザ管理 15,327 12,865 ・コミュニティプラザ管理業務等委託料          8,490
運営事業 ・コミュニティプラザ光熱水費                  5,525

・アーケード建設・維持管理負担金             933

庄内産業振興センター管理運営 47,219 32,547 ・庄内産業振興センター管理運営委託料 　　　　  19,025
事業 ・庄内産業振興センター管理負担金               26,640

・市町村共同事業負担金　　                   240

中央工業団地水道増設施設購入 64,502 0 ・１期：20年年賦の16年目分                     57,034
事業 ・２期：20年年賦の12年目分                     7,468

物産宣伝開発事業 11,666 11,666 ・鶴岡地区物産協同組合補助金          7,510
・山形県の観光と物産展実行委員会会費           867

観光一般事業 135,701 99,458 ・新観光パンフレット等作成経費                 8,333
・観光連盟負担金 9,550
・観光キャンぺーン事業補助金 8,066
・やまがた観光キャンペーン推進協議会負担金 　 2,805
・体験型観光推進事業補助金　      　         2,520
・出羽三山地区観光開発促進期成同盟会負担金     2,763
・櫛引ＰＡ地域拠点施設管理業務委託料   8,647
・地域観光協会補助金・負担金 21,595
・観光振興事業貸付金 30,000
・庄内観光コンベンション協会負担金 　         7,984

海水浴場事故防止・環境整備 11,215 11,215 ・海水浴場事故防止対策事業補助金 6,116
事業 ・海水浴場滅菌薬等消耗品                       1,880

・海水浴場滅菌施設管理・汚泥処分委託料         1,656

観光地美化整備事業 29,907 28,335 ・ビーチクリーナーによる海岸美化清掃委託料     10,185
・観光地公衆便所清掃等委託料                   10,731
・白山島遊歩道整備工事費                      2,200

まつり振興事業 21,601 21,601 ・天神祭用編笠等消耗品                         500
・天神祭ポスター製作委託料                     492
・鶴岡まつり振興会議補助金                     6,451
・大山犬まつり振興事業補助金                   737
・庄内百万石まつり補助金                       2,119
・赤川花火大会補助金                         10,700
・鶴岡雛まつり事業補助金                       415
・鶴岡桜まつり事業補助金                       184

金峰山頂公衆便所整備事業 20,000 5,500 環境に配慮したバイオ式公衆便所整備経費

月山八合目レストハウス整備事 47,520 20 ・設計管理委託料 900
業 ・建設工事費 46,620

温泉施設運営経費 81,049 61,172 温泉施設の管理運営に係る経費
・長沼温泉「ぽっぽの湯」管理運営事業 1,251
・やまぶし温泉ゆぽか管理運営事業 5,409
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・くしびき温泉施設費 22,687
・かたくり温泉ぼんぼ管理運営事業 49,509
・温海温泉活性化施設運営費 2,193

かたくり温泉ぼんぼ大規模改修 52,945 4,079 ・工事請負費 51,168
事業  

観光施設運営経費 121,172 75,799 各種観光施設の管理運営に係る経費
・月山あさひ博物村運営事業 35,777
・あさひ家族キャンプ村運営事業 7,619
・羽黒山スキー場管理運営事業 12,587
・櫛引たらのきだいスキー場管理運営事業 33,481
・いでは文化記念館管理運営事業 21,845
・創造の森管理運営事業 8,961
・横綱柏戸記念館管理運営事業 902

 【 ８款    土  木  費 】 6,405,030 4,744,304

特定行政庁関連業務 1,894 ・建築確認申請審査、建設リサイクル確認等 1,121

建築関係一般業務経費 3,290 3,290 ・建築ＣＡＤシステム借上料 1,483
・設計委託料 630

登記処理・法定外公共物譲与後 14,227 14,227 ・登記専門員賃金 7,320
に係る管理事業 ・登記事務手数料 2,623

・用地測量委託料 1,540

道路維持事業 175,473 174,326 ・市道草刈等報償費 2,975
・道路照明灯等光熱水費 18,990
・一斉清掃等道路維持作業委託料 91,388
・歩道、防護柵補修等道路維持工事費 31,250
・道路維持補修用原材料費 10,111

道路新設改良事業 314,751 20,851 ・道路改良 86,785
・道路側溝整備 112,930
・下水路整備 22,000
・舗装新設 36,660
・表層改良 41,300
・防雪柵等設置工事費 7,000

県道路事業負担金 65,788 14,188 急傾斜地崩壊対策事業、地方特定道路整備事業等

共同下水溝整備事業補助金 3,842 3,842 ２世帯以上で行う下水溝及び甲蓋設置事業に対する
補助

道路舗装新設事業補助金 5,652 0 市道以外の道路で家屋の連担している公衆用道路等
の舗装事業に対する補助

橋梁維持事業 20,472 10,472 ・橋梁維持修繕工事費 19,772

橋梁新設改良事業 37,494 2,794 一の滝３号橋、本郷橋架替工事

除雪対策事業 543,475 542,489 除雪作業委託料等

除雪機械整備事業 82,334 2,278

道路公共事業 870,632 870,632 ・地方道路整備臨時交付金事業
   稲荷外内島線  他８路線 506,000
・地方特定道路整備事業
   外内島高坂白山線  他４路線 154,960
・過疎地域自立促進関連事業
   大磯宮田線  他４路線 209,672

河川維持事業 17,642 12,520 ・藻刈、草刈、護岸補修等委託料 10,677

ダム対策費 7,743 600 ・月山ダム周辺環境施設維持管理事業 7,128

都市計画管理業務 5,904 5,574 ・都市計画図面等印刷費 1,448
・都市計画基本図修正業務委託料 567
・駐車場特別会計繰出金 2,578

地方拠点都市地域整備事業 18,072 12,072 ・旧市立荘内病院解体実施設計委託料 6,000
・事業地区交通アセスメント委託料 6,500
・事業地区平板測量調査委託料 3,000
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

都市計画基本方針策定事務 4,746 3,861 ・山王町交通配分調査委託料 1,500
・山王まちづくりワークショップ実施委託料 3,000

元気居住都心整備事業 4,551 4,551 ・まちなか元気居住プロジェクトスタディ委託料 2,000
・元気居住事業予定地利子償還分負担金 2,345

交通輸送対策事業 170,591 140,320 ・バス路線維持費補助金 162,540
・貸切バス運行委託料 4,758

温海茶屋町土地区画整理事業 17,000 17,000

都市公園管理費 73,429 72,482 ・公園管理等委託料 40,231
・照明灯、水飲等光熱水費 14,651

農村公園管理費 5,115 5,115 ・公園管理等委託料 3,136

やすらぎ公園管理費 2,557 2,557 ・公園管理等委託料 2,042

大山公園整備事業 11,801 0

ふれあいセンター外構等整備事 23,400 23,400
業

日本国公園・緑地（仮称）整備 48,000 0
事業

宅地開発指導事業 18,001 334 ・緑地等整備基金積立金 15,259
・緑地除草業務等委託料 2,660

市街地再開発事業特別会計 42,240 42,240
繰出金

自転車駐車場管理運営事業 6,728 3,023 ・管理業務委託料 6,521

公共下水道事業特別会計繰出金 2,747,691 2,747,691

市営住宅維持管理費 24,481 347 ・家賃等納付促進相談員等賃金 1,630
・市営住宅等修繕費 12,731
・市営住宅管理委託料 5,359

公営住宅建設事業 97,729 108

克雪タウン計画促進事業 3,000 3,000 快適な雪国の生活実践事業補助金

 【 ９款    消  防  費 】 2,250,585 2,111,053

消防事務組合負担金 1,793,608 1,793,608

非常備消防維持管理事業 238,299 237,585 ・消防団員報酬                                87,467
・火災、訓練出場費用弁償等旅費  19,087
・消防団員被服貸与等消耗品費                   16,149
・ポンプ車車検、ポンプ修理等修繕費             9,011
・県消防補償等組合負担金                     68,491
・消防団員福祉共催制度 4,619

消防施設維持管理事業 12,354 12,254 施設修繕料、防火水槽老朽度調査委託料等

消防施設新営改良事業 154,915 27,773 ・消防ポンプ整備費 15,350
・消防ポンプ自動車整備費 39,638
・消防水利施設整備費
　　防火水槽改良 45,757
　　防火水槽新設 17,803
　　消火栓設置 11,025
・消防ポンプ庫建設整備費 14,155
・警鐘台撤去、ホース乾燥塔新設整備 8,987

地域防災対策事業 42,315 30,739 防災行政無線関係経費、自主防災組織育成経費、

負担金等

国民保護計画推進事業 461 461 国の「国民の保護に関する基本方針」に基づく
鶴岡市国民保護計画策定に係る経費

水難救助事業 6,615 6,615 ・水難救助員報酬 4,683

土砂災害防止事業費、県防災ヘリ運行連絡協議会
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

 【 １０款    教  育  費 】 7,428,892 4,834,341

教育委員会運営費 6,409 6,409 ・教育委員報酬                                 4,989

事務局一般管理運営事業 44,040 42,848 ・臨時職員等賃金                  21,399
・被服貸与等消耗品費                           2,129
・学校建設地質調査委託料 8,000
・贈呈用ランドセル購入費 2,371
　　実施地区：藤島、羽黒、朝日

児童・生徒総合安全対策推進事 3,440 3,440 ・防御用盾購入費　　　　　　　　　　　 1,620
業 ・ＣＡＰプログラム助成金 1,820

スクールカウンセラー活用事業 5,130 2,417

教育指導事業 6,703 3,461 学校経営指導､入院療養児童生徒の訪問指導、外国
人子女等教育支援

学校教育支援充実事業 30,503 30,503 教職員補助教員賃金等

小規模学校支援事業 10,141 5,095 教職員補助員賃金等

教育研修所一般管理運営事業 6,655 6,655 ・主任研修相談員報酬 1,239
・臨時職員賃金                          1,640

児童生徒健全育成事業 14,306 14,306 ・教育相談員報酬、旅費等

小学校一般管理運営事業 71,356 71,356 ・臨時職員等賃金 65,032

小学校運営経理事業 242,829 242,474 ・光熱水費等需用費 197,780
・電話料等役務費 15,318
・備品購入費 16,162

小学校施設管理事業 81,170 81,170 施設営繕経費、警備委託料、施設設備保守点検等委
託料等

学校保健衛生管理事業（小学校） 50,619 50,616 ・学校医等報酬                             33,074
・児童、教職員健康診断等委託料        13,321

教育活動充実推進事業（小学校） 46,727 46,727 教材消耗品費、諸検査用紙代、図書整備費、学校行
事スクールバス臨時運行委託料

教材備品整備事業　　（小学校） 32,661 32,661

通学対策事業　　　　（小学校） 80,803 61,000 ・スクールバス委託料等運行経費                 56,808
・遠距離児童通学費補助金 1,991
・スクールバス購入 19,354

特色ある学校づくり推進事業 13,968 13,968 ・生活科、総合的な学習教材購入費等      3,640
　　　　　　　　　 （小学校） ・講師謝金等　　　　　　　　           　　　  1,373

・地域に根ざした特色ある学校経営、総合学習推進 8,955
　等奨励経費

就学援助事業　　　　（小学校） 23,672 23,606  要保護、準要保護児童の保護者に対する学用品、学
 校給食費、医療費等給与費

教育機器（パソコン）整備事業 39,815 39,815 パソコン、プリンタ等周辺機器借上げ料等
　　　　　 　　　　（小学校）

小学校新営改良事業 26,900 18,000

櫛引南小学校改築事業 739,271 486 校舎、屋内体育館の全面改築

朝暘第六小学校体育館改修事業 7,300 7,300 体育館屋根改修工事

中学校一般管理運営事業 27,398 27,398 ・臨時職員等賃金 26,955

中学校運営経理事業 120,240 119,924 ・光熱水費等需用費 99,771
・電話料等役務費 6,247
・備品購入費 6,382

中学校施設管理事業 31,152 31,152 施設営繕経費、警備委託料、施設設備保守点検等委
託料等



20/29
　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

アシスタントティーチャー事業 6,740 6,740 報酬、費用弁償　対象地域：藤島

学校保健衛生管理事業（中学校） 20,121 20,085 ・学校医等報酬                             9,968
・児童、教職員健康診断等委託料        9,138

教科書等購入事業　　（中学校） 24,859 24,859 部分改訂に伴う教科書等整備

教育活動充実推進事業（中学校） 35,032 35,032 教材消耗品費、諸検査用紙代、図書整備費、学校行
事スクールバス臨時運行委託料

教材備品整備事業　　（中学校） 16,545 16,545

通学対策事業　　　　（中学校） 168,303 168,013 ・スクールバス委託料等運行経費                 157,456
・遠距離生徒通学費補助金 6,331
・冬季生徒通学費補助金 2,739

体育文化活動奨励事業（中学校） 16,500 16,500 大会参加旅費補助金 15,246

外国語教育振興事業 29,583 29,583 外国語指導助手賃金等

就学援助事業　　　　（中学校） 23,824 23,742 要保護、準要保護児童の保護者に対する学用品、学
校給食費、医療費等給与費

教育機器（パソコン）整備事業 29,473 29,473 パソコン、プリンタ等周辺機器借上げ料等
　　　 　　　　　　（中学校）

特色ある学校づくり推進事業 6,621 6,621 ・生活科、総合的な学習教材購入費等      1,828
　　　　　　　　　 （中学校） ・講師謝金　　　　　　　　           　　　  1,109

・地域に根ざした特色ある学校経営、総合学習推進 3,684
　等奨励経費

中学校新営改良事業 8,695 7,000

鶴岡第二中学校改築事業 909,030 371 校舎、屋内体育館の全面改築

鶴岡第四中学校体育館改修事業 12,200 12,200 体育館屋根、外壁改修工事

幼稚園就園奨励事業 59,236 43,638 ・市民税非課税、生活保護世帯　　　　（一人目）139,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二人目）197,000円
・市民税所得割課税額非課税世帯　　　（一人目）105,400円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二人目）177,000円
・市民税所得割課税額が17,200円      （一人目） 80,800円
　以下の世帯　　　　　　　　　　　　（二人目）161,000円
・市民税所得割課税額が124,400円     （一人目） 56,800円
　以下の世帯　　　　　　　　　　　　（二人目）147,000円

社会教育行政一般 14,822 14,766 ・社会教育委員報酬 340
・臨時職員等賃金 4,998
・庄内視聴覚教育協議会負担金 2,081

生涯学習振興事業 7,810 7,240 ・学習情報提供経費 1,990
・まなびすとセミナー開催経費 1,139
・生涯学習基礎調査実施経費 841

中央公民館管理運営事業 44,695 38,164 ・燃料費、光熱水費 10,388
・清掃、設備保守点検等委託料 29,000

羽黒公民館管理運営事業 26,952 26,902 ・臨時職員賃金 14,425
・施設管理委託料 4,800

朝日公民館管理運営事業 14,052 14,018 ・嘱託職員賃金 3,039
・朝日東部公民館外壁改修 4,568

櫛引公民館運営事業 4,770 4,770 ・業務員賃金 1,950

藤島地区公民館管理運営事業 65,879 65,779 ・嘱託職員賃金 33,377
・燃料費、光熱水費 8,034
・清掃、設備保守点検等委託料 16,606

朝日山村開発センター運営事業 11,743 11,743 ・施設維持管理業務等委託料 5,475
・光熱水費、燃料費 5,420

図書館一般管理運営事業 28,707 28,313 ・郷土史学習相談員報酬 2,187
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

・臨時職員等賃金 7,230
・清掃、施設設備保守点検等委託料 4,905
・電算システムリース当使用料 5,996

図書整備事業 17,515 17,515 ・図書、新聞雑誌、ＣＤ等購入

図書館分館運営事業 13,100 13,099 ・藤島分館 5,997
・羽黒分館 405
・櫛引分館 3,495
・朝日分館 3,203

芸術文化振興事業 19,201 18,347 ・地区文化祭開催経費 2,105
・致道博物館展示事業共催負担金              3,500
・鶴岡市芸術祭共催負担金                       500
・芸術文化生涯学習振興事業費補助金 6,341
・山形交響楽協会負担金　　　　　              1,174
・山形交響楽団鶴岡市定期演奏会実行委員会負担金 800

文化財管理保存事業 9,576 8,380 ・学芸員、調査員等謝金 1,200
・文化財等維持管理委託料 3,008

藤沢周平記念館（仮称）整備 8,577 8,577 ・開設準備委員会委員、指導者等謝金・費用弁償 1,930
事業 ・基本計画策定支援業務等委託料 6,170

丸岡城跡発掘調査事業 8,108 4,108 ・発掘指導者謝礼 1,520
・発掘調査・整理作業員賃金 4,000

丸岡城跡史跡公園整備事業 27,345 1,645 ・実施設計、用地測量等委託料 6,354
・用地買収費 8,363
・立木補償費 12,000

青年センター運営事業 9,152 8,298 ・業務委託料                        6,245
・青少年各種スクール開設講師謝金               1,098

大鳥自然の家総務事業 16,477 8,475 ・臨時職員等賃金 4,199
・施設維持管理業務委託料 1,628
・給排水設備等修繕 7,402

羽黒コミュニティセンター管理 11,322 11,222 ・燃料、光熱水費 4,875
運営事業 ・施設管理委託料 3,900

東田川文化記念館運営事業 9,685 9,643 ・施設管理需用費 3,428
・施設管理業委託料 3,721

文化会館管理運営委託料 41,831 30,501 ・施設管理委託料 32,556
・光熱水費 7,848

藤島農村環境改善センター 12,297 11,997 ・施設管理需用費 3,818
運営費 ・日常管理業務委託料 3,523

・マイクロバス運営経費 2,394

女性センター管理運営事業 11,386 10,677 ・指導員報酬 2,592
・各種講座講師謝金 1,600
・夜警、設備保守管理等委託料 2,117

史跡旧致道館管理運営事業 7,397 7,361 ・環境保全管理業務等委託料                     3,411

大宝館管理運営事業 6,826 6,776 ・管理補助員賃金、文化財保護指導員報酬等

鶴岡アートフォーラム管理 83,489 62,960 ・施設管理運営等委託料              47,367
運営事業 ・光熱水費             18,079

・管理運営補助金 9,152

黒川能の里王祗会館管理運営 12,270 10,890 ・施設管理運営委託料 9,462
事業

温海ふれあいセンター管理費 17,953 17,503 ・施設管理各種委託料 8,463
・修繕工事請負費 2,335

地域社会教育振興事業 76,666 76,666 ・生涯学習推進員報酬                    1,753
・地域生涯学習事業費補助金                   70,589

公民館類似施設育成事業 20,060 19,828 ・公民館類似施設事業振興費補助金  　　　       11,983
・公民館類似施設施設整備補助金        7,173
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

保健体育総務費 29,759 29,643 ・鶴岡市体育協会補助金                         6,000
・鶴岡市スポーツ強化後援会補助金          8,123
・山形県スポーツ振興２１世紀協会負担金         3,500
・山形県中学校総合体育大会（夏季大会）共催 925
　負担金
・湯殿山スキー場施設利用報償費 2,200

体育指導事業 6,282 6,282 ・体育指導委員（119人）設置費等               

健康・生涯スポーツ推進事業 25,848 25,392 里山あるきウォーキングビンゴ、市民登山、５０万歩
への挑戦、スポーツレクリエーション教室、スケート
教室等

鶴岡市子ども運動会開催事業 4,600 0 （新）
補助金

小真木原公園管理運営事業 102,608 84,138 ・総合体育館管理運営事業                      36,949
・陸上競技場管理運営事業                     12,251
・テニスコート管理運営事業 　　  　     7,303
・スケート場管理運営事業                       24,621
・公園管理運営事業                        21,356
・相撲場管理運営事業       128

市民プール管理運営事業 67,579 30,579 ・燃料費・光熱水費                           39,228
・監視、管理業務等委託料                   21,103

羽黒体育施設管理運営事業 15,047 13,616 ・羽黒体育館管理運営事業 9,343
・体育センター管理運営事業 323
・テニスコート管理運営事業 125

鼠ヶ関マリーナ管理業務 15,376 7,291 ・施設管理等委託料 9,690

櫛引総合運動公園管理事業 15,643 15,005 ・施設管理需用費 6,392
・施設管理各種委託料 4,783

櫛引スポーツセンター維持管理 21,957 19,316 ・スポーツインストラクター賃金等 4,382
事業 ・施設管理需用費 7,018

・施設管理各種委託料 8,925

朝日スポーツセンター等管理運 16,799 16,569 ・体育館管理運営費 6,439
営事業 ・運動場、テニスコート管理運営 4,913

・プール管理経費 2,424
・サニタリーハウス管理運営 869
・運動広場管理運営 194

あつみ温泉一本木スキー場管理 21,824 17,159 ・施設運営職員派遣等委託料 13,696
運営事業 ・光熱水費等需用費 4,868

小真木原陸上競技場整備事業 23,305 0 ・５～８コースオーバーレイ工事費 23,305

朝暘武道館設備整備事業 11,378 0 ・遠的場防矢壁整備工事 11,378

小真木原野球場管理運営事業 25,029 21,429 ・管理等委託料              11,634
・燃料費、光熱水費 6,144

藤島体育館管理運営事業 34,425 33,724 ・管理業務委託料 13,444
・スポーツ事業費補助金 10,000
・光熱水費 6,275

朝暘武道館管理運営事業 13,194 8,794 ・燃料費、光熱水費 6,763
・清掃等委託料 2,550

学校給食センター管理運営事業 891,914 258,908 ・臨時職員雇用経費 47,962
・燃料費、光熱水費 66,622
・施設設備修繕費 7,040
・給食賄材料費                 644,481
・給食搬送業務委託料                         48,257
・施設設備保守管理等委託料 24,231
・厨房機械設備等修繕費                        

 【 １１款    災 害 復 旧 費 】 20,718 5,862

市単独災害復旧事業 2,677 2,677  小規模災害復旧費等
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 一 般 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

公共土木施設災害復旧事業 15,978 1,122  現年災害復旧工事等

 【 １２款    公  債  費 】 8,226,007 7,715,836

元金 6,709,408 6,360,130

利子 1,514,570 1,353,677

一時借入金利子 2,000 2,000

 【 １３款    予  備  費 】 15,000 15,000

予備費 15,000 15,000
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 特 別 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

 【 加 茂 財 産 区 管 理 】 1,140 0 ・一般管理経費 201
・財産管理費 839

 【 交 通 災 害 共 済 事 業 】 48,886 973

事業費 48,386 973 見舞金                                          42,700
基金積立金                                      75

 【 国 民 健 康 保 険 】

　（事　業　勘　定） 11,958,194 5,292,258

総務費 90,284 83,448 総務管理費                                      61,194
・事務一般管理経費                              30,981
・国民健康保険医療適正化事業                  16,500
・国保連合会会員負担金                          13,713

徴税費                                          25,474
・課税事務経費                                  5,623
・収納事務経費                                  19,851
国保運営協議会費                                2,177
国保制度趣旨普及費                              1,439

保険給付費 8,422,720 3,704,225 一般被保険者療養給付費                       4,785,647
退職被保険者等療養給付費                     2,678,345
一般被保険者療養費                       41,742
退職被保険者等療養費                     24,609
審査支払手数料                                  32,498
高額療養費 717,344
移送費                                          760
出産育児一時金            58,650
葬祭諸費                    83,125

老人保健拠出金 2,081,130 857,947

介護保険納付金 895,100 451,172

共同事業拠出金 222,965 111,023

保健事業費 92,709 59,973 健康増進・保健指導事業                          6,533
人間ドック等検診事業                  48,822
健康づくり推進事業                              1,664
健康スポーツ推進事業                            3,477
ヘルスアップモデル事業          32,213

諸支出金 142,731 13,930 高額療養費貸付金　　　　                        118,000

　（直営診療施設勘定） 55,252 10,876

総務費 36,004 2,874 一般管理費                              35,728
財産管理費                  228
連合会負担金                           48

医業費 19,124 7,878 医療用器材費 115
医薬品衛生材料費 18,430
医療用消耗品費 579

 【 介  護  保  険 】 10,095,061 3,152,566

総務費 117,204 115,649 総務管理費                                      12,705
・資格管理 597
・介護保険一般管理費 12,108
徴収費                                          5,341
  賦課徴収事務           5,340
介護認定審査会費                                98,537
・介護認定審査会運営事務          24,306
 認定調査等事務                                74,231

主　　な　　内　　容項　　　目
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 特 別 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

保険給付費 9,662,419 2,908,428 介護サービス等諸費 8,150,808
介護予防サービス等諸費 1,044,061
審査支払手数料                                  16,556
高額介護サービス等費                            94,414
特定入所者介護サービス等費 356,580

地域支援事業費 232,975 69,375 介護予防事業費
・訪問指導事業 4,834
・通所型介護予防事業 7,725
・自立支援型訪問介護事業 14,986
・健康教育、相談事業 5,404
・ミニデイサービス事業 4,756

包括的支援事業・任意事業費
・介護予防ケアマネジメント事業 8,076
・総合相談、支援等事業 60,100
・権利擁護事業 784
・包括的、継続的マネジメント支援事業 15,716
・認知症高齢者見守りサービス事業 5,950
・家族介護支援事業 4,430
・介護相談員派遣等事業 3,525
・介護予防拠点整備モデル支援事業 3,500
・自立支援型訪問介護事業 3,734
・寝たきり老人等介護者激励事業 5,407
その他事業
・介護予防ケアプラン作成事業 44,978

財政安定化基金拠出金等支出金 4,949 4,949 財政安定化基金拠出金

基金積立金 4,963 4,963 介護給付費準備基金積立金

公債費 44,100 44,100  財政安定化基金償還金 44,000

諸支出金 23,451 103 ・高額介護サービス費等貸付金 300
・一般会計繰出金 23,048

 【 休 日 夜 間 診 療 所 】 21,886 511

総務管理費 21,836 511 業務委託料                                      20,493

 【 墓  園  事  業 】 4,961 0

総務費 3,961 0 市営墓地(鶴岡・藤島）の管理運営経費

 【 老 人 保 健 医 療 】 13,307,943 1,059,009

総務費 39,730 33,693 ・嘱託職員賃金等                                6,485
・保険者別医療費通知委託料                      4,427
・レセプト並替委託料                            4,218
・共同電算委託料等                              18,930
・事務費                                       5,670

医療諸費 13,268,002 1,025,105 医療給付費                                  13,056,015
医療費支給費                                    57,319
審査支払手数料                                  61,404
高額医療費 93,264

 【 集 落 排 水 事 業 】 1,115,525 746,674

農業集落排水事業管理費 326,490 67,321 一般管理業務
・管路移設工事費 40,000
・集落排水処理施設使用料徴収委託料 5,879
・排水設備等改造資金補助金 2,625
・消費税 14,348

農業集落排水施設維持管理業務
・光熱水費 66,112
・施設修繕費 14,063
・施設維持管理、汚泥処理等委託料 83,130
・設備台帳システムリース料 2,835
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 特 別 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

漁業集落排水事業管理費 18,055 8,091 一般管理業務
・集落排水処理施設使用料徴収委託料 570
・消費税 1,564

漁業集落排水施設管理業務
・光熱水費 7,239
・由良浄化センター維持管理等委託料 5,737

藤島農業集落排水事業費 30,400 1,650 渡前地区農業集落排水事業機能強化対策事業
・管路機能強化工事費 26,650
・管路全体設計及び実施設計委託料 3,000
・事務費 750

羽黒農業集落排水事業費 65,999 2,953 羽黒南部地区農業集落排水事業
・管路施設整備工事費 3,120
・県営農村振興整備事業負担金 12,879

東山地区農業集落排水事業
・管路実施設計委託料 500
・管路施設整備工事費 48,500
・支障水道管移設補償費 1,000

公債費 672,581 666,659

予備費 2,000 0

 【 駐  車  場 】 7,599 2,578

中央駐車場管理運営業務 7,499 2,478 ・管理業務委託料                                7,499

予備費 100 100

 【 市 街 地 再 開 発 事 業 】 863,640 42,240

総務管理費 6,989 4,989 ・駅前地区活性化促進事業補助金　　　　　　　　　 1,900
・マリカ東館機能整備実施設計委託料 5,000

事業費 834,895 22,209 ・駅前再開発ビル駐車場管理運営委託料 27,076
・マリカ東館公共的施設運営費補助金              736
・マリカ西館共益費負担金                        7,083
・市街地再開発事業資金貸付金                    800,000

公債費 21,656 14,943

予備費 100 99

 【 公 共 下 水 道 事 業 】 7,414,696 2,474,691

公共下水道事業管理費 940,020 43,075 一般管理業務 261,890
・職員人件費 115,964
・消費税 86,377
・最上川下流流域下水道維持管理負担金 55,200

排水設備工事及び水洗化普及促進
・職員人件費 27,079
・下水道使用料賦課徴収委託料 79,199
・排水設備等改造資金利子補給及び補助金 16,314

浄化センター費
・職員人件費 36,017
・管理機械用需要費 135,664
・鶴岡市浄化センター運転管理業務委託料 131,660
・櫛引浄化センター管理運転業務委託料 14,273
・温海浄化センター管理運転業務委託料 14,967

コンポストセンター費
・管理用需用費 23,387
・運転管理等委託料 26,702
・施設管理用原材料費 3,933

管渠等管理費
・下水道管渠清掃委託料 7,000
・下水道台帳整備委託料 9,550
・県道関係工事請負費 3,000
・管渠等修繕料 2,240
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
〔 特 別 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

特定環境保全下水道事業管理費 106,387 18,061 総務費
・職員人件費 12,148
・最上川下流流域下水道維持管理負担金 10,000
・消費税 9,508

処理場費
・羽黒処理場運転管理業務委託料 21,683
・朝日処理場保守管理委託料 5,117
・汚泥処分業務等委託料 10,955

管渠等管理費 2,250

鶴岡地区公共下水道事業費 844,000 0 補助事業 344,000
・汚水管渠新設工事費等
・水道管、ガス管等移設補償費

単独事業 500000
・管渠詳細設計、地質調査等委託料
・汚水枝線管渠新設工事

鶴岡市浄化センター建設事業費 309,000 0 補助事業 308,000
･工事委託料等

単独事業 1,000
・浄化センター脱水設備工事

鶴岡大山分区公共下水道事業 206,800 0 補助事業 81,800
・汚水管渠新設工事等

単独事業 125,000
・汚水枝線管渠新設工事
・管渠詳細設計委託料

温海公共下水道事業費 143,113 4,281 補助事業 99,200
・処理場実施設計委託料
・汚水管渠新設工事

単独事業 43,913
・汚水枝線管渠新設工事
・水道管移設補償費

藤島特定環境保全公共下水道 599,861 5,441 補助事業 512,000
事業費 ・管渠詳細実施設計委託料

・汚水管渠新設工事等

単独事業 87861
・汚水枝線管渠新設工事

流域下水道事業費 25922 122 最上川下流流域下水道事業建設負担金

公債費 4,273,593 2,676,111

予備費 2,000 0

 【 浄 化 槽 事 業 】 123,652 39,119

総務管理費 16,728 16,476 ・排水設備等改造資金利子補給、補助金等 2,533

浄化槽管理費 25,503 6,492 ・施設維持管理業務等委託料 21,338

朝日浄化槽事業費 27,809 8,109 ・測量設計委託料 300
・浄化槽設置工事費 24,800
・排水路等整備工事費 2,000
・その他の経費 709

温海浄化槽事業 46,023 472 ・積算システム使用料 300
・浄化槽設置工事費 44,750
・排水路等整備工事費 300
・その他の経費 673

公債費 7,389 7,370

予備費 200 200
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〔 特 別 会 計 〕

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

主　　な　　内　　容項　　　目

 【 住 宅 用 地 造 成 事 業 】 10,000 4,791

一般管理費 173 173 ・一般管理費 173

公債費 9,792 4,593

予備費 35 25

 【 産 業 団 地 造 成 事 業 】 140 130

一般管理費 130 120 ・一般管理費 130

予備費 10 10
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年度　主な事業の概要
［ 企 業 会 計 ］

事 業 費 うち一般財源

千円 千円

 【 病  院  事  業 】 13,838,088 13,738,190

　・荘内病院 12,618,028 12,560,925

医業費用 11,282,895 11,277,094 ・給与費                                       5,505,766
・材料費                                       2,895,548
・経費                                         1,519,124
・減価償却、資産減耗費                         1,263,285

医業外費用 462,880 462,880 支払利息                                       312,043

看護学校費用 81,635 81,635

特別損失 1 1

予備費 5,000 5,000

機器整備費 57,300 5,998 医療機器等整備事業 57,300

企業債償還金 728,317 728,317

　・湯田川温泉 1,220,060 1,177,265
　　リハビリテーション病院

医業費用 1,163,204 1,126,709 ・給与費                                       11,676
・経費                                         1,097,443
・減価償却、資産減耗費                         54,085

医業外費用 10,577 10,577 支払利息                                       9,979

施設整備費 5,940 40 湯田川温泉リハビリテーション病院施設整備事業 5,940

機器整備費 440 40 医療機器整備事業 440

企業債償還金 39,899 39,899

 【 水  道  事  業 】 5,461,668 5,056,613

営業費用 3,684,074 3,684,074 ・原水及び浄水費                               1,873,496
・配水費                                310,744
・給水費 153,609
・業務費 184,680
・総係費                                       305,476
・減価償却費、資産減耗費                       854,744

営業外費用 393,663 393,663 ・支払利息                                     327,060
・消費税及び地方消費税 54,564

附帯事業費用 321 321

特別損失 4,065 4,065

予備費 14,600 14,600

建設改良費 744,174 339,119 ・施設改良費 655,174
・施設整備費 76,860
・固定資産取得費 12,140

企業債償還金 617,943 617,943

補助金返還金 2,828 2,828

主　　な　　内　　容項　　　目



平成18年度主要事業の概要

(単位:千円)

事業費

継続 消防施設新設改良事業 市

防火水槽  新設・改良　3基
消火栓    新設・改良　6基
消防ポンプ自動車更新１台
小型動力ポンプ積載車更新１台
その他消防施設修繕

45,064 総務課

継続
温海町史「年表・索
引」発行

市

『年表・索引』の発行　町史上巻
～下巻は平成元年までの内容であ
るが、年表は平成１７年の合併ま
でを収録する。

2,371 総務課

継続 交通輸送対策事業 市
廃止路線代替バスへの運行補助及
び貸切バスへの運行委託を行う。

28,758 総務課

継続
未来創造まちづくり推
進事業

市

若者グループによるまちづくり先
進地視察への補助及び未来創造ま
ちづくり会議の運営を支援するな
ど人材の育成を図る。

906 総務課

継続 結婚対策事業 市

結婚を希望する市内独身男女と市
内外の独身女性から結婚希望登録
をしていただき、また、イベント
を実施し、出会いの機会を提供す
る。

1,947 総務課

継続 市民相談事業 市

毎月１回生活相談所開設
鶴岡市社会福祉協議会（温海福祉
センター）に委託
相談員には、人権擁護委員・行政
相談員・民生児童委員・弁護士の
方々にお願いしている。

243
市民福祉
課

継続 火葬場運営事業 市

隣接する新潟県山北町と協定をむ
すび、山北町火葬場を使用した時
に山北町住民と同額の使用料を支
払う。

3,500
市民福祉
課

継続 こうのとり支援事業 市

不妊治療に要した医療費のうち、
保険適用外治療費の10分の3を助成
する。助成額は15万円を限度とし2
回まで受けることができる。所得
制限、病院の指定はない。

300
市民福祉
課

継続

重度心身障害者（児）
社会参加促進事業（心
身障害者福祉タクシー
運行委託事業）

市

年間12枚のタクシーチケットを交
付し、市と委託契約を締結してい
るタクシー業者を利用した際、基
本料金相当分を助成する。対象者
は身体障害者手帳1種、療育手帳
A、障害者手帳（精神）1級手帳保
持者。

298
市民福祉
課

担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

1



(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

継続 放課後児童対策事業 市

湯温海地内の友心館で小学校を対
象に授業終了後から午後6時まで実
施している。保育料は4,500円で、
兄弟、姉妹で利用している場合は2
人目以降4,000円（日割あり）。指
導員を1名配置。

2,159
市民福祉
課

継続 誕生祝金支給事業 市

第3子以降の子どもが誕生した際
に、第3子に10万円、第4子に30万
円、第5子以降に50万円の祝金を支
給する。

1,500
市民福祉
課

継続
身体障害者短期入所事
業

市

特別養護老人ホーム温寿荘におい
て、介護を行う者が病気、介護疲
れ、冠婚葬祭等の理由により介護
出来なくなった場合に、一時的に
入所する場所を提供する。

204
市民福祉
課

継続 遺児扶養手当支給事業 市

両親のいない状態にある児童につ
いて、その児童1人につき月額
11,100円を父若しくは母のいない
状態にある児童については、その
児童1人につき月額6,100円を支給
する。

952
市民福祉
課

継続
身体障害者デイサービ
ス事業

市（愛寿
園、温寿
荘への委
託事業）

温海地域のデイサービスセンター
愛寿園、温寿荘において、通所に
よる創作的活動、機能訓練活動、
入浴等のサービスを提供する。

6,123
市民福祉
課

継続 老人保健事業 市

健康教育・健康相談・訪問指導・
健康診査・健康手帳などの保健事
業を総合的に実施。
・40歳以上の働き盛りの年代に対
し、生活習慣改善のための教育・
相談活動の実施。
・老人保健法に基づき、健康診査
事業を行う。

44,786
市民福祉
課

継続 予防接種事業 市

予防接種法に基づき、乳幼児・児
童に対し予防接種を実施。
・ポリオ、風疹、麻疹、三種混
合。
・結核予防法に基づき、生後6か月
までの乳幼児にＢＣＧ接種を行
う。

506
市民福祉
課

2



(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

継続 母子保健事業 市

母子栄養食品支給（非課税世帯の
妊産婦）・妊婦健診料の市負担 （
一般健診と超音波各２回分）
乳幼児健診、幼児虫歯予防相談、
フォローアップ事業（すこやか子
ども相談）、ことばの教室、かた
つむりの会（療育訓練を必要とす
る児の親の会）

1,993
市民福祉
課

継続
自立支援型通所介護事
業

市（鶴岡
市社会福
祉 協 議
会、あつ
み福祉会
に事業委
託）

身体状況等から自宅での入浴が困
難な高齢者等に対し、市内のサー
ビス提供施設に送迎し、入浴と昼
食を提供するとともに介護予防や
生きがい活動支援の観点から軽度
の機能訓練等を実施する。

5,352
市民福祉
課

継続

高齢者の生きがいと健
康づくり事業・高齢者
生き生きはつらつ創造
事業

市（温海
地区老人
クラブ連
合会に事
業委託)

スポーツ・娯楽活動、健康増進活
動の推進や高齢者への教養講座及
び健康生きがい講座等の開催

1,493
市民福祉
課

継続
高齢者生活福祉セン
ター運営事業

市（あつ
み福祉会
に事業委
託）

高齢のための居宅において生活で
きない者に対する一定期間の住居
を提供し各種相談、助言及び緊急
時の対応を行う。

6,075
市民福祉
課

継続
低所得者利用者負担対
策事業

市

市民税非課税世帯で年間収入が一
定額以下の者に対し法人が利用者
負担の1/2～1/4を減免した場合、
減免した法人に対し減免額の1/2を
補助する。

1,658
市民福祉
課

継続

ミニデイサービス事業
（介護予防一般高齢者
施策　地域介護予防活
動支援事業）

市
（地域の
自主的団
体に事業
委託）

地域の自主的団体に事業を委託
し、公民館等の施設を利用し、趣
味活動、軽スポーツ、保健福祉に
係る健康相談、健康教室、介護教
室等を実施して、高齢者の閉じこ
もり防止や介護予防を行うことに
より生きがいをもって暮らしてい
けるように支援する。また、協力
員などの組織化により地域ボラン
ティア活動を普及する。

3,190
市民福祉
課

新規
ふるさと水と土保全事
業

農業生産
組合等

農業者及び農業団体等が農業施設
を点検し、自らが行う水路及び農
道整備に対してＵ字溝や生コンク
リートを支給する。

2,000 産業課

継続

産地づくり推進事業
小規模畑地化整備支援
事業補助金（小規模産
地育成型）

温海安心
アスパラ
研究会

アスパラガス種苗・支柱・潅水施
設等の導入（豚堆肥、土壌改良
剤、支柱、種苗、潅水施設、自動
選別機の整備）

4,992 産業課

3



(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

継続
温海かぶブランド商品
開発事業

温海かぶ
ブランド
商品開発
推進協議
会

焼畑と普通畑の区別化調査、特別
栽培農産物の認証取得と特別栽
培、新たな商品開発等、宣伝販売
事業の取り組み

887 産業課

継続
地域農産物販売拡大促
進事業

市

・農林水産物・加工品の宣伝、販
売活動（江戸川区民、葛西及び北
小岩まつり参加）
・新規導入作物（ヤーコン）Ｐ
Ｒ、パンフの作成、料理教室の開
催

838 産業課

継続
「地域産杉」利用住宅
等建築奨励事業

市

旧温海町全域及び旧朝日村全域の
地域の杉を利用して、住宅等を建
築するに地域産杉に要する経費の
内、１５%以内の額(最大３０万円)
を補助する。

2,000 産業課

継続 間伐実施推進事業 市
温海地区の３５年生から５０年生
の人工林を間伐する事業に対して
補助金を交付する

1,006 産業課

継続 林道八方峰線開設事業 市

小菅野代～湯温海へ連絡する基幹
林道として整備し、全延長8,500ｍ
の内今年度は700ｍを開設予定で、
工事主体は山形県が行い、丈量測
量と道路用地、立木補償は鶴岡市
が行なう。

9,006 産業課

継続 水産物ブランド化事業 市

・地産地消ＰＲ事業の実施（岩ガ
キ出荷シール作成、イベント等）
・地元で水揚げされた旬の寒鱈、
サクラマス等を使った洋風調理の
料理教室の開催

550 産業課

継続
小岩川漁港防波堤改良
事業

市 西護岸嵩上工事　　Ｌ＝７0ｍ 90,076 産業課

継続
市道大磯宮田線改良舗
装事業

市
L=100m
改良舗装工・橋梁架替工

114,036
建設環境
課

新規
市道暮坪１号線改良舗
装事業

市 L=300m 改良舗装工 26,200
建設環境
課

新規 一の滝３号橋架替事業 市 L=7m 　橋梁架替工 26,000
建設環境
課

継続
くらしのみちゾーン整
備事業

市 L=300m 改良舗装工・無電柱化 84,000
建設環境
課
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(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

新規
温海茶屋町土地区画整
理事業

市 事業計画策定業務 17,000
建設環境
課

継続 浄化槽整備事業 市
浄化槽設置工　40基
排水路等整備工　10m

46,023
建設環境
課

継続
鶴岡公共下水道事業
 (温海処理区)

市
温海浄化センター改築更新の実施
設計

16,000
建設環境
課

継続
鶴岡公共下水道事業
 (鼠ヶ関処理区)

市 管渠布設工　L=837m 121,300
建設環境
課

継続
旧温海町自主除雪作業
支援補助事業

市

自治会が主体となり自主的に除雪
作業を行う場合において、該当地
区で20㎝以上の降雪又は積雪があ
る場合で原則として補助は、１月
につき４回を限度とし予算の範囲
内において補助金を交付する。

2,025
建設環境
課

継続
旧温海町持家住宅建設
資金利子補給事業

市

市内に自ら居住する住宅、併用住
宅、付属建物の建設、改修、修繕
を行うのに必要な資金の一部につ
いて、融資利率の１／２を５～７
年間、市で補給する。

194
建設環境
課

継続 塵芥収集事業
市・鶴岡
地区衛生
処理組合

塵芥収集を円滑に行うために、各
自治会が管理するごみステーショ
ンの設備費に対して補助金を交付
する。また、ごみステーションか
らの収集作業については、委託す
る。塵芥収集車両は、市が保有・
管理を行い、その車両を委託事業
者に貸し付ける。

18,902
建設環境
課

継続 公衆便所維持管理事業 市

公衆トイレの点検については、市
が随時行い、清掃業務について
は、地元自治会に委託を行ってい
る。その他の維持管理経費につい
ては、市が対応している。

675
建設環境
課

継続 環境衛生向上事業 市

衛生害虫を防除するための防疫薬
剤を自治会に配布しており、環境
への負荷を考慮し適切な使用も指
導している。

554
建設環境
課

継続 地籍調査事業 市
越沢地区の一部
　地籍簿及び地籍図の作成

6,352
建設環境
課

継続
温海川簡易水道基幹改
良事業

市
温海川地区の老朽化した水道管
（石綿セメント管等）の更新事
業。Ｌ＝1,357ｍ

45,836
水道部分
室
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(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

継続
戸沢簡易水道基幹改良
事業

市
戸沢地区の老朽化した水道管（石
綿セメント管等）の更新事業。
Ｌ＝1,008ｍ

41,939
水道部分
室

継続
五十川簡易水道基幹改
良事業

市
五十川地区の老朽化した水道管
（石綿セメント管等）の更新事
業。Ｌ＝200ｍ

8,400
水道部分
室

継続
小名部簡易水道基幹改
良事業

市
取水、送水設備の改良及び計器、
監視システムの整備を行う。

74,274
水道部分
室

新規
温海上水道配水管整備
事業

市
あつみ温泉トンネル内860ｍ、前後
360ｍの布設整備。

33,600
水道部分
室

継続
上水道石綿セメント管
更新事業（国庫補助事
業）

市

上水道の石綿セメント管更新事
業、平成11年度から補助事業とし
て採択された事業で石綿管延長
19,676ｍを改良する。平成17年度
末で68.11％の進捗状況。
Ｈ18　Ｌ＝1,656ｍ

117,705
水道部分
室

新規
温海浄配水場廃泥処理
施設整備事業

市
浄配水場の中に脱水処理槽及び廃
泥収掻する機械の設置を行なう。

42,000
水道部分
室

新規 スクールバス購入事業 市 バス１台更新購入 6,354 教育課

継続
語学指導外国青年講師
招致事業

市
温海中学校に英語指導助手として
外国青年1名を配置します。小学校
や保育園にも訪問し活動します。

5,074 教育課

継続 児童生徒健全育成事業 市
教育相談員1名を温海中学校に配置
し、児童生徒の日常生活や学習の
悩みなどの教育相談を受ける。

861 教育課

継続 学校教育支援充実事業 市

小学校の授業支援のため、温海小
学校に学校教育支援員を配置し、
学習指導や生活指導の充実及び特
殊学級の支援を図る。

2,490 教育課

継続 学校図書資源共有事業 市

各学校図書館の図書資源のネット
ワーク化により、児童生徒が他校
の図書も借りることができるとと
もに、ニーズの高い図書の傾向を
把握し、蔵書の充実を図る。

2,207 教育課

新規 コンピュータ機器更新 市

福栄小学校、山戸小学校に設置し
ているコンピュータ機器のリース
期間が終了するために、更新を行
う。

720 教育課
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(単位:千円)

事業費 担当課事業内容
新規
・
継続

事業名
事業
主体

継続 スクールバス運営事業 市
スクールバスを小学校に６路線、
中学校に９路線運行する。

104,014 教育課

継続 マリーナ管理運営 市

鼠ヶ関マリーナを山形県より指定
管理者の指定を受けハーバーマス
ターを配置し、施設を管理運営す
る。

15,376 教育課

新規
全国中学校ヨット選手
権大会

大会実行
委員会

鼠ヶ関マリーナを主会場にして、
全国中学校ヨット選手権大会の開
催。

800 教育課

継続
あつみ温泉一本木ス
キー場管理運営

市
スキー場利用者の安全確保と快適
な施設利用を図るため管理運営す
る。

21,824 教育課

継続 コミュニティ助成事業 自治会
伝統文化の継承、保存及び育成を
目的とした備品等の整備に助成を
行う。

2,500 教育課

継続
さくらマラソン大会
トライアスロン大会

大会実行
委員会

さくらマラソン大会
4月開催 温海温泉を中心とした

コース 約1,300人参加
トライアスロン大会

7月開催 鼠ヶ関を中心とした
コース　約200人参加

1,600 教育課

継続 公民館講座
温海公民
館

青少年ボランティア養成講座、少
年少女探検隊、温海市民大学、IT
講習会、国際理解講座

1,034 教育課
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